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１）活動をはじめたきっか
け

・児童から相談があり小学校の教室に行くと全部の窓ガラスが割れ真冬
の中震える手で勉強している状況に驚き、異様に感じたことがきっかけ
だった。
・学校だけの責任ではなく、地域の無関心が原因であることを考えて、
信頼し合え、協力し合える関係が必要と考え手探りで活動を始めた。

２）活動をはじめるプロセ
ス

・ＰＴＡ、子ども会の状況を把握し、学校の授業参観に出向いて現場を
確認するとともに、地域からも広くアンケートやヒアリングを半年を掛
けて実施した。区役所や教育委員会に相談し、情報を収集し、学校と地
域との円卓会議を設定することとした。

３）活動をはじめるときの
壁

・地域内では、会計や事業の不透明感と組織運営などで争いも絶えない
状況の中、学校も同様で、ＰＴＡに入らない保護者や壊滅状態の子ども
会などで、現状協力してくれる担い手も無いのが悩みだった。

４）活動をはじめることが
できた主な要因

・状況改善の契機となったのは、地域でともに立ち上がってくれる仲間
が出来た事と、まちづくりセンターが紹介してくれたプロボノチームの
協力だった。
・学校も教頭先生や複数の教員OBの協力も得られ、今回の問題を課題と
して学校に限定せず、「地域全体」として共有できるようになった。

５）中心的な役割を担うよ
うになった理由

・学校での問題解決に立ち上げたチームが、本質的な地域に点在する課
題と向き合う必要があり、その解消のために多岐にわたって活動を始め
た事が、発端となった。
・こうした努力が少しづつ地域に浸透し、他の活動団体を刺激した結
果、地域でのコミュニティが復活し団体同士が公平公正に話し会えるよ
うになった。

６）活動を継続する原動力

・活動を継続するためには、活動する拠点と人的資源そして活動の原資
が必要となった。そのためには、地域での主体となる団体が公明であり
開かれたものでなければ、人的支援を受けることができないため運営会
議での公平性を担保し公平に役員の選抜を実施した。
・事業の継続を図るには補助金や助成金だけでは地域での多様に事業継
続を図る事が出来なくなる。そこで、収益事業の獲得を実施した。

７）新しい担い手を増やす
働きかけ

・学校と地域との円卓会議の設定等、意見交換できる場づくりや、ＳＮ
Ｓ等による情報発信・拡散、また、広報紙も町会加入者だけでなく全戸
配布するなどして、現状や課題を共有し、共感を得ながら取組を進め
た。
・実際に取組に従事するスタッフがいないと取組は進まないため、事務
局長、計理、事業のスタッフ等の組織づくりを行った。計理には商売を
していた人に担ってもらうなど、適材適所を心がけ、また、無償には限
界があることから有償も取り入れた。

(1)　ＮＰＯ法人緑・ふれあいの家（鶴見区緑地域活動協議会）　理事長  久木 勝三 氏

１　個人の担い手が活動をはじめる事例
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１）活動をはじめたきっか
け

・約３５年前、瓜破西地域に引っ越してきた。
・引っ越した地域は、当初、飛び地として他の町会に含まれていたが、
越してきて２年目に、飛び地だけで独立した第５町会をつくってほしい
と、連合から頼まれた。

２）活動をはじめるプロセ
ス

・もともとは、別の人が町会長に就任予定で話を進めていたが、４～５
日前に突然、就任予定の方の都合が悪くなり、町会長へ就任する話が持
ち上がった。
・はじめは断ったが、町会を立ち上げてから安定稼働するまでのレール
を引く期間となる３年間の約束で、町会長を引き受けた。

３）活動をはじめるときの
壁

・町会長を引き受けるにあたって、特に負担に感じることはなかった。
・当時、第５町会の規模は約９０世帯で、戸建ての住宅で構成されてい
た。
・町会長を引き受けてから、組織づくりをするために、１軒１軒まわっ
て話をきいた。
・仕事上の経験から、９０世帯の規模をそれほど負担に感じなかったの
かもしれない。

４）活動をはじめることが
できた主な要因

・引っ越してきたタイミングで、新町会を立ち上げることになり、町会
長を頼まれた。
・仕事上の経験から、９０世帯の規模をそれほど負担に感じなかった。

５）中心的な役割を担うよ
うになった理由

・第５町会の町会長になって２年目に、連合の総務を頼まれた。
・総務に就任した当初は、瓜破西地域に来て間もないことや、年も若い
ことから、様々な意見も受けたが、まずは定款を作成して、年間計画、
会計書類、事業報告などの書類を整備し、組織づくりを固めていくうち
に、認められるようになっていったと思っている。
・地域を良くしていくために必要であれば、住民の代表として厳しいこ
とも言わなければいけないと考えている。

６）活動を継続する原動力

・活動を継続する原動力は、使命感だと感じている。
・安全安心な地域を、自分たちの力で作っていかなければならないとい
う使命感がある。
・みんなで相談しながら取り組んだことが、良い方向に進んでいく達成
感も原動力になっている。

７）新しい担い手を増やす
働きかけ

・新しい担い手を増やす働きかけとしては、まずは、足を運んで、顔を
合わせて、知り合いになることだと思っている。
・活動者を大切にし、若い人も発言しやすい環境になるよう気を配って
いる。
・地域活動協議会という組織は、学校やＰＴＡ、その他諸団体がともに
協働して活動することができるなど、若い人が参画しやすい組織だと感
じている。
・第５町会はマンションが多く、地域活動に協力してもらうためには、
住民だけでなく、施主にも、地域活動への理解を深めてもらうよう、マ
ンションの建設時から交流を図っている。

(2)　平野区瓜破西地域活動協議会　会長  橋本 勝三　氏
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１）活動をはじめたきっか
け

・家族の介護を通じて、電池の取り換えなどで困っている人がいること
を知り、お手伝いできることがあることを知った。
・家族の介護がひと段落し、近隣のお役に立てればと思っていたところ
に、マンション町会の班長の役が順番でまわってきた。

２）活動をはじめるプロセ
ス

・マンション町会の班長になるのと同時に、町会の女性部長になった。
・女性部長として新東三国連合の女性部会で活動することになり、同時
に、ネットワーク委員、食事サービス委員に就任し、翌年にはネット
ワーク推進員になった。

３）活動をはじめるときの
壁

・マンション町会は立ち上がったばかりで取組があまりなく、必要な取
組を考えてはじめることができたが、連合には取組が多く、所属する町
会からの参加者が少なかったことから、取組を考えるよりも参加者集め
に追われることになった。

４）活動をはじめることが
できた主な要因

・家族の看護介護がひと段落して時間ができ、地域のお手伝いをしても
いいなと考えていたところに、マンション町会の班長の役が順番でま
わってきてタイミングがよかった。

５）中心的な役割を担うよ
うになった理由

・マンション町会の役員間で励まし合い、連合の活動を辞めずに続けた
ことで、連合の役員になっていった。
・地域活動協議会の立ち上げを任された時は、地域のことが分かってき
ていたことだったので引き受けることができた。

６）活動を継続する原動力

・地域内、淀川区内、そして淀川区外にと、相談できる人が増えていっ
た。
・同じ立場の人との意見交換は励ましになり、また、地域外の人や違う
立場の人との意見交換は新鮮で刺激になる。
・批判的な人や無関心な人を、振り向かせたいと思う気持ちがやる気に
つながっている。
・信じてやらせてくれる人、応援してくれる人がいる。

７）新しい担い手を増やす
働きかけ

・取組に興味を持った人に集まってもらうため、全戸配布で募集。
・マンション町会では、防災の取組として、フロア住民で集うフロア会
議をとおして顔の見える関係づくりをしており、周知と併せて負担にな
らない程度に声をかける。
・何かの役割を担ってもらわなくても、まずは自分ごとに考えてもらえ
ればいいと思って周知・募集している。

(3)　淀川区新東三国地域活動協議会　総務部会長　増田 裕子  氏
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１）活動をはじめたきっか
け

・お子さんの体が弱く、外で遊ばせたかったことがきっかけ。
・お子さんは、キャッチボールや野球に興味を持っていて、地域には町
会対抗の野球大会があったが、所属する町会には野球チームがなかっ
た。
・そこで、自ら回覧板を回し野球をしたい子どもを募ったところ、充分
に子どもが集まったので、野球チームを結成。グランドを借りて活動を
始めた。
・この活動を見込まれ、初めは町会の子ども会に参加、次に青少年指導
員をやらないかと声がかかった。

２）活動をはじめるプロセ
ス

・三津屋地域では、大阪市委嘱の青少年指導員の他に、地域委嘱の青少
年指導員がいて、全体で50人程度いた。
・就任当初は、青少年指導員の活動があまり活発でなかったため、か
えって事業がやりやすかった。
・成人式は、青少年指導員の活動としてはじめ、各種団体の参加や寄付
も集まる行事になっていった。
・運動会や夜店事業も青少年指導員の活動としてはじめ、今では、地域
社会福祉協議会の事業となっている。

３）活動をはじめるときの
壁

・就任当初、青少年指導員の活動は研修参加とその内容を地域で指導す
ることがメインで、地域行事に関わることがほとんどなかった。そんな
中、地域全体での行事が少なかったので、はたちのつどいや運動会、夜
店など、地域全体でそれまでなかった事業を新しく企画運営した結果、
地域行事に深く関わることができた。

４）活動をはじめることが
できた主な要因

・お子さんの体が弱く、外で遊ばせたかったことがきっかけ。
・お子さんは、キャッチボールや野球に興味を持っていて、地域には町
会対抗の野球大会があったが、町会に野球チームがなかったので、自ら
作ることにした。
・地域の人も場所も良く知っていたので、始めることに不安はなかっ
た。

５）中心的な役割を担うよ
うになった理由

・それまでは地域全体での行事が少なかったが、はたちのつどいや運動
会、夜店などの企画を地域の各町会に声がけしたことで、14町会全部が
協力してくれるようになり、地域全体の行事として運営することができ
るようになった。

６）活動を継続する原動力

・これまでの活動を変えるとき、新しい活動を始めるときには、いろい
ろな不安要素が出てくるのが当たり前と考えている。
・準備はしたうえでまずはやってみて、続けるべきものなら改良してい
くという方法で、前向きに進めている。

７）新しい担い手を増やす
働きかけ

・町会の夜店や音楽祭などのイベントへの参加を勧めて、地域の様子を
知ってもらい、顔見知りを増やしてもらって、手伝ってもいいなと思え
たらスタッフに加わってもらうようにしている。
・三津屋地域活動協議会の中に、パワーアップ部会という新しい人や団
体が入りやすい受け皿を設け、ＮＰＯや企業をはじめ幅広く人材や協力
団体を募っている。
・現在、地元企業（約17社）に入ってもらうよう働きかけを行ってお
り、防災訓練への参加や小学生が社会見学に行くなど、地域の企業が関
わる場を増やしていきたい。

(4)　淀川区三津屋地域活動協議会　会長　泉水 清　氏
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１）活動をはじめたきっか
け

・在日コリアン三世として生野区に生まれたことで、幼いころから、課
題意識、当事者意識に直面してきた。
・民族学級の取組に支えられて育ったと感じている。
・韓国に帰国する経験を経て再び日本に来たとき、知人から、民族学級
の運営側として活動しないかと誘われ、活動することとなった。

２）活動をはじめるプロセ
ス

・民族学級の運営からはじまり、この活動に長く関わった。
・自分の中からこみあげるものがあり、揮発的な感覚ではなく、自発的
な感情で取り組みはじめた。

３）活動をはじめるときの
壁

・自分自身は特に壁はなかった。
・周囲の様子をみると、子育てなどによる家庭環境や経済状況の変化に
より、民族学級の運営等の活動を離れる人もいる。
・活動を離れても、保護者としての活動へとスタイルを変えて続けてい
る人もいる。

４）活動をはじめることが
できた主な要因

・自分自身が民族学級等の取組に支えられて育ったと感じていたので、
子どもたちを支えたいという強い想いがあり、タイミングよく知人から
運営側として活動しないかと誘われたこと。

５）中心的な役割を担うよ
うになった理由

・民族学級の運営の取組からはじまり、長く関わった。
・2004年に在日コリアンへの支援を行う３つの団体が統合し、特定非営
利活動法人コリアＮＧＯセンターとなったが、統合時のスタッフとして
活動を続けた。
・先輩たちに育ててもらったことが今につながっている。
・たとえ目立って批判されても、大事だと認識することは最後までやる
タイプ（先頭に立って活動することが苦にならない）ということもある
かもしれない。

６）活動を継続する原動力

・当事者なので、この課題から逃げられないという思いや、正面から向
き合っていきたいという思いがあり、それが原動力となっている。
・活動を続けていると、子どもたちの喜ぶ顔が見られることも励みに
なっている。
・子どもの成長に関わることができ、自分の子ども時代を取り戻してい
るような感覚もある。

７）新しい担い手を増やす
働きかけ

・子どもへの学習支援はボランティアが担っており、ホームページでの
募集や、大学に声をかけての募集を行っている。
・テレビやメディアに取り上げられることで、ボランティアの問い合わ
せに繋がっている。
・新しいボランティアに向けたガイダンス、継続ボランティアに向けた
指導力・意識向上の研修、支援手法に関する研修等を行っている。
・ボランティアの中でも、目的を理解し熱心に活動してくれる人には、
声をかけて運営側（実行委員会）に加わってもらっている。
・ボランティアにとっても居場所になっていると思っている。

(5)　特定非営利活動法人コリアＮＧＯセンター　事務局長　金光敏　氏
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１）活動をはじめたきっか
け

・退職する２年前にマンションに引っ越ししてきた。
・当初は、地域活動をする予定はなく、管理組合役員を頼まれても断り
続けていたが、断り切れなくなって活動をはじめた。
・役員を続けていたら自治会長を頼まれ、こちらも断り続けていたが、
断り切れなくなって引き受けることになった。
・住民間のコミュニケーションの必要性を感じていた。

２）活動をはじめるプロセ
ス

・自治会長に就任してから、区の広報で、マンション住民間のコミュニ
ケーションを取る手法について出張講義する取組（福島区主催「マン
ションと地域の架け橋事業」）を見つけて申し込んだ。
・講義でふれあいサロンの事例紹介があり、受講した住民の中からやり
たいという人が出てきたので、講師の協力を得ながらボランティア組織
（ふれあいクラブ）を結成した。
・ボランティア組織結成にあたっては、熱心にスタッフを集めてくれた
人がいて、現在もスタッフのまとめ役となっている。

３）活動をはじめるときの
壁

・地域活動をする予定がなかった。
・住民の高齢化も進む中、住民間のコミュニケーションの必要性を感じ
ていたが、取り組み方が分からなかった。

４）活動をはじめることが
できた主な要因

・地域活動をする予定がなかったが、熱心に頼まれたこと。
・住民の高齢化も進む中、住民間のコミュニケーションの必要性を感じ
ていたところ、区の広報で、マンション住民間のコミュニケーションを
取る手法について出張講義する取組を見つけたこと。

５）中心的な役割を担うよ
うになった理由

・役員に就任した当初は、できるだけ発言しないようにしていたが、発
言した内容が住民に受け入れられたのかもしれない。
・地域活動はボトムアップの活動と考えており、誰もが自由に意見交換
できる環境を心がけている。
・役員や会長は住民の考えを代表して対外的に発言する役割と思ってい
るので、言いにくいことでも率先して発言するようにしている。（嫌わ
れ役になるところが評価されたのかもしれない。）

６）活動を継続する原動力

・参加者の楽しむ様子が見られ、住民間のコミュニケーションが生まれ
る場になっている実感が得られることが、ふれあいサロンスタッフのや
る気やチームワークにつながっている。
・「出来る人が、出来る事を、出来る時に」無理をしないをモットー
に、楽しみながら活動できている。

７）新しい担い手を増やす
働きかけ

・「出来る人が、出来る事を、出来る時に」無理をしないをモットー
に、幅広くオープンに取組への参加を呼び掛けている。
・まちづくりセンターの協力で、取組内容をいろいろな機会に広報する
ことで、大学生の参加が得られたり、同様の取組をしている団体と情報
交換する機会が得れている。

(6)　ふれあいクラブ  代表　竹内 利和　氏
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１）活動をはじめたきっか
け

・子どもの成長に伴い、ＰＴＡの役員を頼まれたことがきっかけ。
・活動をはじめると家族に迷惑をかけると考え、最初は断っていたが、
何度も頼まれるうちに、夫が引き受けるよう勧めてくれたことが大きな
きっかけとなった。

２）活動をはじめるプロセ
ス

・ＰＴＡで楽しく活動することができ、そこから町会の女性部長を頼ま
れて引き受けることになった。
・どのようないきさつで引き受けたのか覚えていないほどなので、負担
を感じさせない巧みな勧誘だったのだと思う。

３）活動をはじめるときの
壁

・活動をはじめると家族に迷惑をかけると考えたが、家族の理解が得ら
れたので、始めることができた。
・活動自体は、もともと人と関わることが好きで、ボランティア活動に
興味があったこともあり、壁に感じることはなかった。

４）活動をはじめることが
できた主な要因

・ＰＴＡの役員を頼まれたときに、夫や子どもたち家族の理解が得られ
たことから、活動をはじめることができた。
・もともと人と関わることが好きで、ボランティア活動に興味があっ
た。

５）中心的な役割を担うよ
うになった理由

・活動を楽しく続けているうちに、気が付いたら、連合の女性部長にな
り、協議会の副会長になっていた。
・同じ方向を向いて、一緒に考えることができるスタッフに恵まれてお
り、役を引き受けることが苦にならなかった。
・協議会の会長が、「失敗を恐れずやればいいと」背中を押してくれ
る。

６）活動を継続する原動力

・住んでいる地域を、よい地域にしたいという思いを持っている。
・事業への参加者だけでなく、スタッフも共に楽しみながら活動してい
ることが、活動を継続する原動力になっている。
・協議会の会長が、スタッフを労ういろいろな企画を提案してくれ、ス
タッフのチームワークを深める機会になっている。

７）新しい担い手を増やす
働きかけ

・ボランティア活動を楽しんでもらうことを心掛けている。楽しけれ
ば、ＰＴＡや子ども会の活動だけでなく、地域の活動にも参加してくれ
ると考えている。
・ボランティア活動に興味を持っているが、どうすればいいかわからな
い人もいるので、地域にボランティア部も創出した。
・ＰＴＡ、子ども会と地域の女性部活動を一緒に行うことで、地域との
距離が近くなり、地域の活動にスムーズに加わる流れができてきてい
る。

(7)　住之江区さざんか平林協議会　副会長　佐野 悦子　氏
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【取組概要】

取組名称

地域名

地域概要

地域課題・ニーズ

参画している主体

取組概要

取組を行う中での
課題

中間支援組織のか
かわり

行政のかかわり

２　団体の活動が活発化し、連携協働して課題解決に取り組む事例

(1)　地域住民の気づきから、地域活動協議会の取組が生まれた事例

地域における子育ての取組

鶴見区緑地域

・人口総数における、子ども・児童（15歳以下）及び高齢者（特に75歳以上）の増加率
が高い状況にある。
・花博記念公園鶴見緑地があり、広域避難所に指定されている。

・地域の小学校が荒れた時期があった。
・ＰＴＡに入らない保護者も多く、あまり関与しておらず、また子ども会の役員もなり手
がいない状態で、学校側も相談できる状況ではなかった。
・学校側から地域への働きかけもなかったが、地域側から学校への働きかけもなかっ
た。
・当時の地域状況は、地域課題が山となる中で、運営方針の対立や資金不足による
活動不足など大変な状態だった。

鶴見区役所・みどり小学校・緑地域活動協議会　体育・青少年育成部会・鶴見区社会
福祉協議会・包括支援センター
青少年指導員、青少年福祉委員、体育厚生協会、スポーツ推進委員、振興町会、女
性会、子ども会、みどり小学校ＰＴＡ、広報委員会
地域団体(金剛寺)・企業(関目自動車学校)・社会福祉法人(特養みずき会)

・ＰＴＡ、子ども会の状況を把握し、学校の授業参観に出向いて現場を確認するととも
に、区役所や教育委員会に相談して情報を収集し、学校と地域との円卓会議を設定
して、対策について話し合った。
・学校を中心としたネットワークを作る必要性を認識し、当時活動が活発だった生涯学
習ルーム事業や児童いきいき放課後事業の担い手、青少年指導員を中心に若い人
にも参加してもらい、地域にネットワークを構築した。
・地域の体制がある程度できてから、保護者のニーズや考えを把握するのに、プロボノ
の力を借りた。プロボノは、地域だけではできない部分を支援してくれた。
・学校と地域との関わり方を検討した結果、「児童いきいき放課後事業」を地域が受託
することの有効性に気づき、検討会を立ち上げ準備をした後、事業を受託した。
・「児童いきいき放課後事業」の受託を、みどり小学校区だけでなく、鶴見小学校区、
茨田西小学校区、横堤小学校区、焼野小学校区に展開した。

・地域事業の継続性を考えると、究極は補助金がなくても継続できるよう、取組の収支
を考えていく必要がある。
・取組を進める上で課題に直面した際、区役所職員、まちづくりセンター支援員に課
題解決へ導くスキルが足りないように感じた。
・地域には福祉、環境等、施策分野の多岐にわたる課題があるが、行政側の相談窓
口は縦割りで、支援体制が横断的でないという問題、支援が計画的でないという問題
も感じる。
・準行政機関である地域活動協議会として活動していくにあたり、地域活動協議会間
の横のつながりが薄いことが不便に感じる。区レベル、市レベルのまとまりがなく、区役
所や大阪市と連携できる組織体制になっていないと感じる。

・課題に気づいて、区役所や教育委員会に相談した際に、情報を得られたことで、対
応策につながった。
・区役所（大阪市）が描く地域活動協議会の将来像の方向性は合っていると感じてお
り、そこへ向けての区役所、まちづくりセンターの支援は一定有効と考えている。
・プロボノの紹介や法人格取得に向けた支援を受けた。
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【事例検証】
地域における子育ての取組

・地域の小学校が荒れた時期があり、何とかしなければと思ったことがきっかけ。
・課題の解決が多岐にわたる為、必然的に多様な地域課題に対処することと
なった。
・学校と信頼し合え、協力し合える地域をつくることをめざして、手探りで活動を
始めた。

・学校が荒れた時期に、ＰＴＡ、子ども会の活動も活発ではなく、学校側も相談で
きる状況ではなかった。
・ＰＴＡに入らない保護者も多く、また子ども会の役員のなり手がおらず、保護者
もあまり関与していない状態だった。
・学校側から地域への働きかけもなかったが、地域側から学校への働きかけもな
かった。

・学校と地域との円卓会議を設定して、課題分析や意見交換を行った。
・ＰＴＡ、子ども会の状況を把握し、学校の授業参観に出向いて現場を確認する
とともに、区役所や教育委員会に相談して情報を収集した。
・保護者や地域に向けたアンケート、インタビュー等も丁寧に行った。
・関係者による現状や課題等の情報共有は、上記円卓会議、ＳＮＳによる情報発
信、広報紙の全戸配布等を使って行い、多くの人に関わってもらうよう工夫した。

・子どもの健全育成に関係する団体を想定し、活動が活発な団体を中心に、活
動が活発でない団体の活動を立て直しながら、参画を促した。
・解決のための課題処理には、地域問題のそのものの解決や支援が必要であっ
たため、主体となった活動が必然的に求められる結果となった。

〔情報の発信・共有〕
・学校と地域との円卓会議の設定等、意見交換できる場づくりや、ＳＮＳ等による
情報発信・拡散、また、広報紙も町会加入者だけでなく全戸配布するなどして、
現状や課題を共有し、共感を得ながら取組を進めた。

〔定年制度の導入〕
・運営委員会をみんなで話し合える場にし、多くの人や団体が参画しやすくなる
ことを目的に、地域活動に定年制度を導入した。

〔組織づくりと参画団体・者の負担軽減〕
・実際に取組に従事するスタッフがいないと取組は進まないため、事務局長、計
理、事業のスタッフ等の組織づくりを行った。計理には商売をしていた人に担っ
てもらうなど、適材適所を心がけ、また、無償には限界があることから有償も取り
入れた。
・スタッフがいることで、担い手には自分のできる範囲の中で参画してもらうことが
でき、過度な負担感を感じることなく参画できる。

・課題の共有、情報の共有を丁寧に行い、関係者の共感を得ながら進めてい
く。
・課題解決のためには共有した情報をテーブルに乗せて全体が当事者である
事を認識する。

③課題分析

（どのような枠組み（メンバー）
や方法で分析を行ったか）

④実施主体

（課題解決のための実施主体
（ステークホルダー）は誰か）

⑤参画のための仕掛け

（主体に参画してもらうための
仕掛け（インセンティブ）はど
のようなものがいいか）

⑥当事者意識の触発
　
（どういう活動が当事者意識を
触発していくのか）

②課題

事例名

①課題設定のきっかけ

（その課題を皆で取組むことと
した契機は何か）
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・学校と地域との関わり方を検討した結果、「児童いきいき放課後事業」を地域が
受託することの有効性に気づき、事業を受託した。
・地域情報が住民に広く広報する必要がある為、広報委員会を立ち上げて、広
報誌・HP・ブログ・FBなどの多様なツールを使い、こまめな情報の発信をした。

・学校と地域との円卓会議の設定等、意見交換できる場づくりや、ＳＮＳ等による
情報発信・拡散、また、広報紙も町会加入者だけでなく全戸配布するなどして、
現状や課題を共有し、共感を得ながら取組を進めた。
また集会や会議などの出欠もメール等で適時に発信できるよう改善して、協働し
た活動としての認識をえた。

・学校や区役所から、具体的な場所の提供を受けている。

・取組を中心的に行うスタッフがいることで、担い手には自分のできる範囲の中
で参画してもらうことができ、過度な負担感を感じることなく参画できる。

・子どもの健全育成に、学校だけで取組むのでなく、地域、保護者等のあらゆる
関係者が連携して取り組むことで、子どもを見守る層が厚くなり、より効果的なも
のとなる。子どもを中心としたJr.防災リーダーの養成講座やはぐくみ事業での活
動を地域連携で実施するなど学校を核とした活動が地域コミュニティの原型であ
ることが住民に認識された。

・取組を中心的に行うスタッフがいることで、担い手には自分のできる範囲の中
で参画してもらうことができ、過度な負担感を感じることなく参画できる。
・地域活動協議会間の連携や情報共有を行うことで、いろいろな課題解決の取
組が進むと考える。

⑨リソースシェアリング

（必要な資源のシェアリングの
ためにどのような働きかけを行
い、どういう協力の関係ができ
ているのか（オーバーラップ））

⑩地域協働の手がかり

（それぞれの主体がどういうと
ころを手がかりにして今後の
地域協働を進めていけばいい
のか）

⑪協働が成果を生み出
す要因

（具体的な協働というのが成
果を生み出すことができるよう
なものがどうやったら生まれて
くるのか）

⑫今後の課題

（今後取組を進めて行くにあ
たっての課題はなにか
必要なことはなにか）

⑦課題解決のための事
業

（課題解決のためにどのような
事業を実施するか　また、その
プロセス）

⑧連携協働の契機（触
媒）

（事例のどういうプロセスが協
働連携を進めさせる重要な
チャンス、場づくり、手助けに
なったりしているのか）
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【取組概要】

取組名称

地域名

地域概要

地域課題・ニーズ

参画している主体

取組概要

取組を行う中での
課題

中間支援組織から
の支援内容

行政からの支援内
容

(2)　大学から、地域活動協議会に働きかけて連携が生まれた事例

平野区瓜破西地域

アクティブラーニング型災害訓練

大和川に隣接する地域

〔地域課題〕
大和川増水時に地震が発生すると堤防が一部破損するなどし、河川氾濫の危険性が
ある。
災害訓練への参加者が少ない。
住民に高齢者が多い。
〔ニーズ〕
①防災力を高めること
②地域防災リーダーとなる人材を育成すること

大阪市立大学都市防災教育研究センター、瓜破西地域活動協議会、介護付き有料
老人ホームひだまりの家、瓜破水防分団、平野区役所、平野消防署、平野工営所、
瓜破霊園、および瓜破西地域の住民の皆さま、瓜破西中学校の保護者の皆さま・教
職員の皆さま

大阪市立大学都市防災教育研究センターが地域と連携して行う「コミュニティ防災教
室」の取組の一つである、「地域防災リーダー育成プログラム アクティブラーニング型
災害訓練『すごい災害訓練DECO（Disaster Evacuation Coaching）』」を、平野区瓜破
西地域において実施しました。

　この災害訓練は、自分が暮らしている地域で想定される災害を認識するとともに、基
礎的な応急処置や災害時における対応、リーダシップ、地域コミュニティの状況の把
握、などの体験を通じて防災に関する理解を深め、被災時に自ら考え、自助・共助を
実践できる力を身に付けることを目指しています。
　
　平野区瓜破西地域において、大和川増水時に発生した地震で堤防が一部破損し、
河川氾濫の危険性があるという事態を想定したシナリオのもと実施し、大阪市立瓜破
西中学校の生徒14名が2班に分かれて参加しました。行き先や解決すべき課題が携
行するタブレット端末にリアルタイムにすべて通知され、災害本部とのやりとりや課題を
クリアした際の報告も全てタブレット端末を使用して行いました。また、SNSを活用し随
時状況報告をすることで、情報共有の大切さも学ぶことができました。

　訓練後のふりかえり学習では、タブレット端末の位置情報を利用して記録した各グ
ループの避難経路や負傷者の応急手当、訪問施設の災害対応情報について検証す
るともに、実際に訓練に参加してみて感じたことや、反省点などの発表も行いました。

・災害を想定しながら行動シナリオを作成する作業が、防災力を高めることに役立つ
のだが、このシナリオ作成に地域の方にあまり参加いただけなかった。
・この取組への参加団体を集めるにあたり、区役所がコーディネート役となり、地域が
中心となっての声掛けとはならなかった。

・この取組への参加団体を集めるにあたり、大学が相談を持ち掛けたこともあり、区役
所がコーディネート役となった。
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【事例検証】

アクティブラーニング型災害訓練

・大阪市立大学都市防災教育研究センターのメインテーマである。
・大和川に隣接する地域に居住している市民にとって、防災は関心の高い課題
であると考え、この地域に声をかけた。

・大和川増水時に地震が発生すると堤防が一部破損するなどし、河川氾濫の危
険性がある。
・災害訓練への参加者が少ない。
・住民に高齢者が多い。

・大阪市立大学都市防災教育研究センターの防災教育プログラムの一つとし
て、大学中心で実施した。
・災害を想定しながら行動シナリオを作成する作業が、防災力を高めることに役
立つのだが、このシナリオ作成に地域の方にあまり参加いただけなかった。

・災害時の行動を検討し、関係しそうな団体や施設を考える→地活協、区役所、
消防、福祉施設
・今後参画してほしい主体：地下鉄、医療機関、警察、災害時協力企業への登
録企業、区社会福祉協議会（災害ボランティアセンター）等
・中学生を主体にする（今後地域を支えていく可能性がある中学生にリーダー
シップを持ってもらう）

対象：個人、団体
・中学生を主体とすることで、見守りの観点から地活協など多くの人が参加してく
れた。
・「災害訓練の中で中学生が立ち寄る施設となる」など、役割を決めることで、参
加のハードルを下げた。
対象：個人
・タブレットを使い、まちをフィールドにしたゲームという形で、中学生が楽しみな
がら能動的に訓練ができるようにしている。

〔参画団体の当事者意識の触発〕
・災害の内容や被害状況を想定し、災害時の行動を検討するという過程を経る。
・中学生を主体とした防災訓練とすることで、地域の大人の協力が得やすくな
る。
〔中学生の当事者意識の触発〕
・訓練の準備として、まち歩きをする。
・中学生が普段行かない施設に行ってもらい、いろいろなミッションをこなしても
らうことにより、気付きのきっかけを入れている。（救命講習、マンホールトイレの
設置）

④実施主体

（課題解決のための実施主体
（ステークホルダー）は誰か）

⑤参画のための仕掛け

（主体に参画してもらうための
仕掛け（インセンティブ）はど
のようなものがいいか）

⑥当事者意識の触発
　
（どういう活動が当事者意識を
触発していくのか）

③課題分析

（どのような枠組み（メンバー）
や方法で分析を行ったか）

事例名

①課題設定のきっかけ

（その課題を皆で取組むことと
した契機は何か）

②課題
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・災害の内容や被害状況を想定し、災害時の行動を検討のうえ実際に訓練する
という手法の防災訓練
・中学生を主体とした防災訓練

・中学生が訪れる施設になってもらうことによって、多様な主体に防災訓練に参
加してもらい、今後の地域防災を考えるうえでの連携が生まれるきっかけにしよう
とした。

・区役所が中心になって各団体に声をかけた。

・防災をテーマにすると地域や関係機関の共感・協力が得やすい。
・中学生を主体とした防災訓練とすることで、地域の大人の協力が得やすくな
る。
・アクティブラーニング等の工夫で、楽しく参加できるようになる。
・参画団体の役割を軽くすると、参加（関わり）のハードルが下がる。

・訓練の主体である中学生が興味を持つ、楽しいと感じるプログラムを作る（タブ
レットの活用、訪問施設の選定とそこで体験する内容（ミッション））
・中学生を訓練者とすることで、周りの人をサポートさせたい気持ちにさせてい
る。

・今回は大学の働きかけであるが、地域が主体の防災の取組になっていく必要
がある。

⑫今後の課題

（今後取組を進めて行くにあ
たっての課題はなにか
必要なことはなにか）

⑦課題解決のための事
業

（課題解決のためにどのような
事業を実施するか　また、その
プロセス）

⑧連携協働の契機（触
媒）

（事例のどういうプロセスが協
働連携を進めさせる重要な
チャンス、場づくり、手助けに
なったりしているのか）

⑨リソースシェアリング

（必要な資源のシェアリングの
ためにどのような働きかけを行
い、どういう協力の関係ができ
ているのか（オーバーラップ））

⑩地域協働の手がかり

（それぞれの主体がどういうと
ころを手がかりにして今後の
地域協働を進めていけばいい
のか）

⑪協働が成果を生み出
す要因

（具体的な協働というのが成
果を生み出すことができるよう
なものがどうやったら生まれて
くるのか）
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【取組概要】

取組名称

地域名

地域概要

地域課題・ニーズ

参画している主
体

取組概要

取組を行う中で
の課題

中間支援組織の
かかわり

行政のかかわり

(3)　マンション住民の当事者意識から、地域活動協議会との連携が生まれた事例

淀川区新東三国地域

マンションの防災訓練

・マンション町会は、ほぼ同じような水準、価値観の世帯が集まっているので、まとまり
やすい、一方、特に賃貸の住民については流動的で、組織に定着しにくいといえる。
・町会はマンション２棟で構成され、約４５０世帯約６００人

・マンションに自主防災組織が、まだ組織されていなかった。
・防災訓練の内容では、実際の災害時にマンション住民が安全に避難できる状況と
はいえなかった。

マンション町会、マンション管理組合、小学校

・防災訓練に先立ち、防災訓練の目的や訓練の内容について住民自身で考える場
を持った。
・防災訓練の目的は「自分、家族、隣人の命を守ること」であることを確認した。
・災害時には、災害本部の無線が小学校区の命綱であり、マンションに留まる選択肢
もあるが、その場合でも、怪我人の状況、マンションの破損個所や程度等を、災害本
部に報告し、情報を共有しておく必要があるということを確認した。
・訓練内容に、ただ避難するだけでなく、自分と家族の安否確認だけでなく、両隣の
安否確認をしてから避難するルールを加え、自治会が配布している無事を示すプ
レートを家の前に出すこととした。

・防災訓練の際には、家族の無事を示すプレートを家の前に出す形で防災訓練に参
加した住民が、400世帯中164世帯、小学校に避難して行う防災訓練には82名が集ま
り、例年より多くの参加を得ることができた。

・防災訓練を通して災害時の避難行動について具体的な検討が進み、今後の防災
の取組については、マンションの管理組合と自治会との合同の自主防災組織で運営
していくこととなった。

・防災訓練への参加者が少ない。
・小学校を避難場所としている必要性の理解が浸透していない。
・マンションの住民には分譲と賃貸があり、特に賃貸の住民は流動的で、組織に定着
しにくい。
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【事例検証】

マンションの防災訓練

・マンション管理組合の理事長とマンション町会の会長が同じ思いで、マンション
に合同の自主防災組織を作りたいという熱意があった。

・マンションに自主防災組織が、まだ組織されていなかった。
・防災訓練の内容では、実際の災害時にマンション住民が安全に避難できる状
況とはいえなかった。

・管理組合と町会合同で自主防災組織を作ることをめざし、準備委員会を立ち
上げた。
・両組織の毎月全戸配布の議事録と一緒に、準備委員会の参加者や、自主防
災組織の隊員を募集した。
・防災訓練に先立ち、防災訓練の目的を再確認し、災害時の避難行動につい
て住民自身で考える打合せの場を持った。

・マンション住民が災害時に安全に避難するために連携すべき主体を検討
（マンションの住民、マンションの管理組合、小学校、地域の自主防災組織、地
域の災害本部など）

対象：個人
【スタッフの場合】
・会議への出席についても、メールで情報を共有できればよいことにし、時間の
都合のつきにくい人でも参加しやすくした。
・ポスター作成が得意ならポスターの作成だけ等、活動内容の希望にも応じて参
加しやすくした。

【参加者の場合】
・両隣やフロアで助け合うことを基本に、フロア会議を開くことを促した。
・顔の見える関係をつくると、隣人の高齢者、障がい者、要支援者をお互いに知
ることができ、両隣で助け合って避難することができるようになった。
・防災訓練に先立ち、防災訓練の目的や災害時の避難行動について住民自身
で考える場を持ち、訓練内容を検討したことで、防災への意識が高まった。
・全戸配布している安否確認のプレートを使って、家族の安否を隣人に知らせる
参加、両隣の安否をプレートで確認してマンションの１階まで避難する参加、そ
のまま小学校まで避難して小学校での訓練も受ける参加と、参加の段階を作り、
住民の都合に合わせた参加ができるようにし、小学校まで避難した人には、防
災食が食べられるという楽しい要素（訓練）を用意した。
・災害発生時に自宅にいない家族もいる。その場合、家族の時間帯ごとの居場
所を把握しておき、それを災害対策本部に報告することで、安否確認の精度が
格段に上がるという情報を共有し、家族の居場所を把握することを促した。
・参加を促すために、日頃から挨拶をすること、また、エレベーターで会ったとき
には防災訓練のポスターを指しながら、「来てください」と声をかけることを心がけ
た。

【参加者の場合】
・防災訓練に先立ち、防災訓練の目的や災害時の避難行動について住民自身
で考える場を持ち、訓練内容を検討したことで、防災への意識が高まった。

④実施主体

（課題解決のための実施主
体（ステークホルダー）は誰
か）

⑤参画のための仕掛
け

（主体に参画してもらうため
の仕掛け（インセンティブ）
はどのようなものがいいか）

⑥当事者意識の触発
　
（どういう活動が当事者意識
を触発していくのか）

③課題分析

（どのような枠組み（メン
バー）や方法で分析を行っ
たか）

事例名

①課題設定のきっか
け

（その課題を皆で取組むこと
とした契機は何か）

②課題

17



・隣人の状況を理解し合う目的で、日頃からフロア会議を行う。
・両隣の住民の安否を確認したうえで、避難場所である小学校まで避難するとい
う防災訓練

・マンション管理組合の理事長とマンション町会の会長が同じ人で、マンションに
合同の自主防災組織を作りたいという熱意があった。
・防災訓練を通して、実際の災害時にはマンション住民だけで避難するより、地
域の災害対策本部等と連携した方が助かる率が高くなることに住民が気が付い
た。

・地域の自主防災組織、災害本部と連携して取り組むことで、災害時の被害状
況や適切な避難行動等について情報共有ができる。

・防災訓練を通して、実際の災害時にはマンション住民だけで避難するより、地
域の災害対策本部等と連携した方が助かる率が高くなることに住民が気が付い
た。

・多くの住民の参加を得て防災訓練をすることで、いろいろな工夫や気づきが生
まれている。
・防災訓練を、マンション住民だけでなく、地域と連携して行うことで、実際の災
害時に安全に避難できる可能性が高まる。

・災害対策本部であり、避難場所である小学校を中心とした防災訓練につなげ
ていく際には、小学校下で組織される地域活動協議会とも連携し、連合の11町
会とも連携した取り組みになっていくことが大切と考える。
・小学校と新東三国地域の連携として、災害時に学校にいる子どもを地域の大
人に引き渡す防災訓練も始めており、より充実させていきたいと考えている。
・小学校を中心に取組むことで、町会間の壁がなくなり、地域活動協議会（連
合）として一体的になれると直感的に感じている。

⑫今後の課題

（今後取組を進めて行くに
あたっての課題はなにか
必要なことはなにか）

⑦課題解決のための
事業

（課題解決のためにどのよう
な事業を実施するか　また、
そのプロセス）

⑧連携協働の契機
（触媒）

（事例のどういうプロセスが
協働連携を進めさせる重要
なチャンス、場づくり、手助
けになったりしているのか）

⑨リソースシェアリン
グ

（必要な資源のシェアリング
のためにどのような働きかけ
を行い、どういう協力の関係
ができているのか（オーバー
ラップ））

⑩地域協働の手がか
り

（それぞれの主体がどういう
ところを手がかりにして今後
の地域協働を進めていけば
いいのか）

⑪協働が成果を生み
出す要因

（具体的な協働というのが成
果を生み出すことができるよ
うなものがどうやったら生ま
れてくるのか）
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【取組概要】

取組名称

地域名

地域概要

地域課題・ニーズ

参画している主体

取組概要

取組を行う中での
課題

中間支援組織のか
かわり

行政のかかわり

・三津屋生まれ三津屋育ちのアマチュア演奏家の方を中心に、所属する室内楽団「ア
ンサンブル・ギリビッツォ」、大阪市音楽団の有志、三津屋連合子ども会の音楽クラブ
をはじめ、多くの演奏者が参加して音楽祭を開催。

・地域、商店街、ＮＰＯ、自治体労働組合と様々な立場からアイデアを出し、議論した
結果、商店街アーケード下を１日限りの劇場に見立て、その各所で演奏を行い、商店
街の北から南へ観客が順番に会場を移動していくという、ユニークなスタイルで実施。

・音楽祭の会場を、三津屋地域の駅前や商店街といった人通りの多い場所を中心に
まちなかに8カ所設け、駅前広場から商店街が隣接しているといった立地を有効活用
し、それぞれの会場で楽しそうな音楽を奏でることで、人々の関心を広く集めることを
めざす。

三津屋音楽祭実行委員会メンバー 【第１回三津屋音楽祭（2011年）】

三津屋地域振興連合町会、三津屋商店街振興組合、三津屋連合子ども会、演奏家
（アンサンブル・ギリビッツォのメンバー、琴演奏家、大阪市職教育支部音楽団分会、
大阪市音楽団のメンバー）、みつや交流亭（特定非営利活動法人みつや交流亭、子
育てサークル「育児＆育自　この指と～まれ！」、ＮＰＯ法人もみじ（国際交流）、落語
家、タウン誌『ザ・淀川』編集長、大阪市職員労働組合）

(4)　地域活動協議会から、テーマ型ＮＰＯに働きかけて連携が生まれた事例

商店街活性化の取組（三津屋音楽祭）

淀川区三津屋地域

・阪急神戸線「神崎川駅」の西側に位置しており、駅前の南側には三津屋商店街があ
り、昔ながらの懐かしい町並みを残す地域
・現在、駅前に大規模マンション（完成時総戸数745戸）の建設が進んでおり、完成し
た住居棟では入居が始まっている。

・商店街の活性化
・住民同士のつながり、顔の見える関係づくり
・駅前マンション住民といった新しい住民にも地域に関心を持ってほしい。
・次世代を担う子どもたちの地域への愛着を育む。
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【事例検証】

三津屋音楽祭

・2010年、三津屋商店街で、三津屋生まれのアマチュア演奏家の方が「音楽で
地域、とりわけ商店街に貢献できないか」と相談し、「何か面白いことが実現でき
る場所」として「みつや交流亭」を紹介されて訪れたことがきっかけ。
・商店街の集客が減少する中で、イベントが慢性化していることに商店街も問題
意識をもっていた。

・商店街の活性化
・住民同士のつながり、顔の見える関係づくり
・駅前マンション住民といった新しい住民にも地域に関心を持ってほしい
・次世代を担うこどもたちの地域への愛着を育む
・住民同士のつながりや地域への愛着、商店街の活性化を実現する手法として
「音楽の力」に着目

・みつや交流亭のネットワークを通じて、実行委員会を立ち上げる。
・実行委員会には地域、商店街、みつや交流亭、演奏者と多彩なメンバーが参
加。
委員長には地元連合町会会長になっていただき、大阪市音楽団からも団員が
参加することとなった。

・音楽で地域や商店街に貢献することに共感する人、団体
・具体的には、連合町会（地域活動協議会）、商店街振興組合、子ども会、演奏
家、みつや交流亭など

・商店街を舞台にすることで、商店街また三津屋地域の活性化につながることか
ら、商店街の店舗、三津屋地域の各種団体から協力が得られた。
・ユニークな取組なので、回を重ねるごとに関わりたいという演奏者、スタッフ、協
賛者が増えている。

・スタッフにも参加者にも楽しんでもらうこと

事例名

①課題設定のきっかけ

（その課題を皆で取組むことと
した契機は何か）

②課題

③課題分析

（どのような枠組み（メンバー）
や方法で分析を行ったか）

④実施主体

（課題解決のための実施主体
（ステークホルダー）は誰か）

⑤参画のための仕掛け

（主体に参画してもらうための
仕掛け（インセンティブ）はど
のようなものがいいか）

⑥当事者意識の触発
　
（どういう活動が当事者意識を
触発していくのか）
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・音楽祭
・商店街アーケード下を１日限りの劇場に見立て、その各所で演奏を行い、商店
街の北から南へ観客が順番に会場を移動していくという、ユニークなスタイルで
実施

・コーディネーターの活躍
タウン誌の編集長がキーパーソンとなり、幅広い人脈から取組に協力してくれる
方を集めて、基礎を築いた「みつや交流亭」という交流の場があることで、連携が
生まれやすくなっている。

・初めての取組で、行動様式も考え方も異なる団体と連携しての取組なので、い
ろいろなアイデアや議論の要素や不安要素は出てくるが、実行委員長やコー
ディネーターが、話し合いながらとにかく前へ進め、やってみようという方向に
持っていった。

・三津屋地域には、駅前に大型マンションの建設計画があり、土壌問題や地区
計画などの検討のために地域住民が集まって話し合うことが１０年以上続いたこ
ともあって、住民の間に、集まって話し合いができる状態ができていた。
・商店街再生や地域活性化をめざす「みつや交流亭」という、幅広いネットワーク
を持つ団体が地域に存在したため、多様な団体のコーディネートが生まれやす
い。

・地域、商店街、ＮＰＯ、自治体労働組合と幅広く連携することで、演奏技術、企
画力などのスキルをはじめ、様々な立場からのアイデアを得ることができ、ユ
ニークなスタイルの事業を行うことができた。

・大型マンションが２棟（合計約700戸）、平成29年10月に立ち上がり、新しい住
民が加わることになる。
・今後は、音楽祭の取組においても、新しい住民と地域住民との交流のきっかけ
となることを視野に入れていきたい。

⑧連携協働の契機（触
媒）

（事例のどういうプロセスが協
働連携を進めさせる重要な
チャンス、場づくり、手助けに
なったりしているのか）

⑨リソースシェアリング

（必要な資源のシェアリングの
ためにどのような働きかけを行
い、どういう協力の関係ができ
ているのか（オーバーラップ））

⑩地域協働の手がかり

（それぞれの主体がどういうと
ころを手がかりにして今後の
地域協働を進めていけばいい
のか）

⑪協働が成果を生み出
す要因

（具体的な協働というのが成
果を生み出すことができるよう
なものがどうやったら生まれて
くるのか）

⑫今後の課題

（今後取組を進めて行くにあ
たっての課題はなにか
必要なことはなにか）

⑦課題解決のための事
業

（課題解決のためにどのような
事業を実施するか　また、その
プロセス）
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【取組概要】

取組名称

地域名

地域概要

地域課題・ニーズ

参画している主体

取組概要

取組を行う中での
課題

中間支援組織のか
かわり

行政のかかわり

(5)　小学校から、テーマ型ＮＰＯに働きかけて連携が生まれた事例

外国にルーツを持つ方を支援する取組（Ｍinamiこども教室 ）

中央区東心斎橋地域

・大阪市は全国の政令指定都市の中で、人口に占める外国人登録者数の比率が
4.59％と最も高い。
・とりわけ中央区は域内に日本有数の繁華街がある関係上、外国人登録者数増加率
は1.21％と大阪市内で最も高い。

・中央区内の小学校には１５ヵ国以上の子どもたちが在籍し、その中には、日本語で
の学習に困難を抱えたり、仕事が忙しい保護者との時間が持てず、一人で過ごす
ケースが多くみられる。

特定非営利活動法人コリアＮＧＯセンター、こどもひろば、特定非営利活動法人多文
化共生センター大阪、大阪市立南小学校、公益財団法人大阪国際交流センター、特
定非営利活動法人関西国際交流団体協議会、日本語教育経験者、教員経験者、大
阪大学未来戦略機構

＜放課後学習教室の実施＞
・学校の宿題のほか、日本語の基礎的な学習を行う学習支援と、子どもの放課後、夜
間の居場所づくりを目的として実施している。
・対象は、中央区在住の小学１年生～６年生及び継続参加の中学生
・中央区に在住の外国にルーツを持つ児童50名（フィリピン、タイ、インド、中国、ブラ
ジル等）、ボランティア登録人数：78名（実行委員含む）（2017年1月現在）

＜学習支援ボランティアの募集と育成＞
・新たな学習支援ボランティアの募集と、新しいボランティアに向けたガイダンス、継続
ボランティアに向けた指導力・意識向上の研修、支援手法に関する研修等を行ってい
る。

＜課外学習の実施＞
・対象の子どもたちは、ひとり親家庭が多くをしめ、生活を支えるために保護者が割高
な夜間就労やダブル、トリプルワークで忙しく、休日に外出やアクティビティをする機
会が少ないなどが見られ、子どもたちの社会教育・活動の場として特別学習などを実
施している。

＜保護者・家庭への参加呼びかけ＞
・子どもの背景となる家庭との連携を図っていくことも重要視しており、子どもの状況、
家庭環境に応じた支援に向け、学校の懇談会、教室への送迎、訪問等で保護者への
聞き取りの機会を設け、課題把握や連携を図っている。

支援体制の拡大
・子どもの数に対してボランティアが不足、受け入れ場所の不足、資金面の安定
学習指導内容の質の向上
・子どもの日本語力向上や学力向上につながっているか効果を評価していくことが必
要

・大阪府が実施する「新しい公共支援事業」という助成事業を活用して、関西国際交
流団体協議会が外国人母子支援をテーマにしたネットワークを形成しており、ステー
クホルダーが集まっていたことが、きっかけのひとつになっている。
・関西国際交流団体協議会はボランティア募集や資金集めに協力しており、ファンド
や助成事業を探し、資金面の支援を得ている。
・中央区の子ども子育てプラザの事業としても位置付けてもらい、場所の使用面で優
先してもらっている。
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【事例検証】

外国にルーツを持つ方を支援する取組（Ｍinamiこども教室 ）

・2012年に、関西国際交流団体協議会が、「マーテル外国人母子支援ネット
ワーク形成事業」（大阪府新しい公共支援事業）として、外国人母子支援のあり
方をテーマに外国人支援を行う団体のネットワークを形成しており、ステークホ
ルダーが集まる場所があった。（登録団体数60団体）
・2012年4月に、中央区でフィリピン人女性による実子刺殺自殺未遂事件が起
き、大阪市立南小学校校長が、いろいろな集まりで協力を求める中、このネット
ワークにも参加して協力を求めた。

・中央区内の小学校には１５ヵ国以上の子どもたちが在籍し、その中には、日本
語での学習に困難を抱えたり、仕事が忙しい保護者との時間が持てず、一人で
過ごすケースが多くみられる。

・「外国人母子支援のためのネットワーク」に参加していた団体や個人を中心
に、はじめから多くの団体で課題分析を行い、課題解決策について話し合うこと
ができた。
・参加団体の特性である、ソーシャルワークの視点と、学習支援の視点では、意
見が異なる部分もあり、取組の目的や、めざす効果について、深く話し合った。

・2012年に、関西国際交流団体協議会が、「外国人母子支援のためのネット
ワーク」を形成しており、ステークホルダーが集まっていた。

対象：団体
・2012年に、関西国際交流団体協議会が、「外国人母子支援のためのネット
ワーク」を形成しており、ステークホルダーが集まっていた。

対象：個人
・子どもへの学習支援はボランティアが担っており、ホームページでの募集や、
大学に声をかけての募集を行っている。

【団体】
・実行委員会形式とし、それぞれの団体の特性を活かした役割分担をした。

【ボランティア】
・新しいボランティアに向けたガイダンス、継続ボランティアに向けた指導力・意
識向上の研修、支援手法に関する研修等を行っている。
・ボランティアの中でも、趣旨目的を理解し、熱心に活動してくれる人には声をか
けて運営側（実行委員会）に加わってもらっている。
・ボランティアにとっても居場所になっていると思っている。

③課題分析

（どのような枠組み（メンバー）
や方法で分析を行ったか）

④実施主体

（課題解決のための実施主体
（ステークホルダー）は誰か）

⑤参画のための仕掛け

（主体に参画してもらうための
仕掛け（インセンティブ）はど
のようなものがいいか）

⑥当事者意識の触発
　
（どういう活動が当事者意識を
触発していくのか）

②課題

事例名

①課題設定のきっかけ

（その課題を皆で取組むことと
した契機は何か）
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・学校の宿題のほか、日本語の基礎的な学習を行う学習支援と、子どもの放課
後の居場所づくりを目的とした事業
　対象：中央区に在住の外国にルーツを持つ児童、生徒（小学生と本教室卒業
生の中学生）
・子どもの支援のためには、親の就労や経済的自立に向けた改善が不可欠。教
室を窓口に、親の状況を確認し、家庭環境の改善につなげていく放射状の取組
を狙っている。

・大阪市立南小学校校長が、協力を求めて働きかけたことが一番のきっかけだと
思う。
・また、同時期に、「外国人母子支援のためのネットワーク」を形成しており、ス
テークホルダーが集まっていたことで、連携が生まれやすかった。
・事件や取組をマスコミが取り上げたことにより社会の注目が集まったことから、
支援の機運が高まり、寄付や協力も得やすかった。

・参画団体の性質上、「ソーシャルワーク」の視点と、「学習支援」の視点では、意
見が異なる部分もあったが、取組の目的や、めざす効果について、忌憚のない
意見交換をし、よく話し合ったうえで、方針や取組を決めていった。
・場所については、子ども子育てプラザを借りる上で、中央区や中央区社会福
祉協議会の協力を、実行委員会の会議、また、中学生の特別教室の場所とし
て、道仁会館を借りる上で、事務局長や町会の方の協力も得ている。

・外国にルーツを持つ子どもの支援のためには、親の就労や経済的自立に向け
た改善が不可欠。教室を窓口に、親の状況を確認し、家庭環境の改善につな
げていく放射状の取組を狙っている。

・小学校や地域、そして、外国にルーツを持つ子どもや親など、多くの人が課題
に感じており、共感があったので、壁と感じることはなかった。
・こういった取組は自分たちだけでやるべきでなく、いろいろなセクターと連携し
て行う必要があるという認識が着手した当初からあった。
・一般的にはいてもたってもいられない想いで自分一人（自団体のみ）でも始め
るということがあるのだと思う。しかし、その場合、後から連携に発展させる方が難
しいのではないかと思う。

・外国にルーツを持つ人への支援のロールモデルになりたいと考えている。
・運営面でいうと、仕組が一定まわり始め、これからは安定飛行が求められるた
め、これからの運営が難しいと思っている。
・なにかやらねばならないという機運の高まりも一定納まったなか、協賛者・支援
者も含めたモチベーションの維持に工夫が必要だと思っている。
・うまくいかなくなった時にも、続けていくために必要な要件とは何かを常に考え
ながら取り組んでいる。

⑨リソースシェアリング

（必要な資源のシェアリングの
ためにどのような働きかけを行
い、どういう協力の関係ができ
ているのか（オーバーラップ））

⑩地域協働の手がかり

（それぞれの主体がどういうと
ころを手がかりにして今後の
地域協働を進めていけばいい
のか）

⑪協働が成果を生み出
す要因

（具体的な協働というのが成
果を生み出すことができるよう
なものがどうやったら生まれて
くるのか）

⑫今後の課題

（今後取組を進めて行くにあ
たっての課題はなにか
必要なことはなにか）

⑦課題解決のための事
業

（課題解決のためにどのような
事業を実施するか　また、その
プロセス）

⑧連携協働の契機（触
媒）

（事例のどういうプロセスが協
働連携を進めさせる重要な
チャンス、場づくり、手助けに
なったりしているのか）
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【取組概要】

取組名称

地域名

地域概要

地域課題・ニーズ

参画している主体

取組概要

取組を行う中での
課題

中間支援組織のか
かわり

行政のかかわり

【ふれあいサロン】
マンション住民が高齢化していく中、自分たちが年をとっても“住み続けたい”“住んで
よかった”と思えるマンションをめざし、マンション住民間、また、マンション住民と地域
住民とのつながりを作るため、平成25年4月に、マンション住民有志によって、ボラン
ティア組織「ふれあいクラブ」が結成された。当クラブの主な事業として、電球の取替や
自転車のパンク修理など身近な困りごとを有償ボランティアが解決する「サポートふれ
あい」と、集会所横のテラスで参加者が憩う喫茶サロン「喫茶ふれあい」がある。
　対象：マンション住民、近隣の地域住民　　　　喫茶開催日：毎週木曜日の午前

【ふれあいこども塾】
「ふれあいサロン」の取組に協力していた近畿大学学生が、「ふれあいサロン」などの
取組に若い人を呼び込むことを目的に提案し、マンション住民のこどもや地域のこども
の宿題を中心とした学習支援や一緒に遊ぶ場として、「ふれあいこども塾」を開催。
　対象：マンション住民のこども、地域のこども　開催日：不定期（主に夏休み限定）

・サロン開催自体や、スタッフへの参画要請等で当初は反発もあったが、反発している
人に直接または、反発者の友人から説明等をしてもらうことにより、解決した。
・サロン利用者に地域住民（マンション以外）の利用者が少なかった。
・サロンを室内で開催すると敷居が高いと感じるため、オープンカフェを併設すること
で、気軽に利用できるよう工夫している。

・「喫茶ふれあい」オープン当初より広報支援を中心に関わっており、その結果他地域
でも、この喫茶を見習ったふれあい喫茶が区内(大開地域)でオープンしている。
・百歳体操や映画鑑賞会等新たな活動を始めたいという声が上がった際には、他の
地域から学んだノウハウを基に適宜アドバイスを行うことで、円滑な事業を支援してい
る。
・当取組みで知り合った近畿大学の講師や学生とは、大開地域で平成28年度に始動
したコミュニティスペース事業「ふくしまサードプレイス」の内装考案や施工でも連携す
るなど、他の事業にもつながりを生かしつつ地域活動の活性化に努めている。

福島区「マンションと地域の架け橋事業」※（H24年度事業）のなかで、ふれあいサロン
のノウハウを学ぶ場を出張提供していたため、マンションの集会施設で講義をしてもら
い学ぶことができた。

※マンション内での共益的活動（防犯、防災、地域福祉、コミュニティづくりなど）や、マンション
と地域がともに行う活動に対する支援を「地域福祉アクションプラン推進委員会」「未来わがまち
会議」が主体となって取り組み、区としても人的・財政的な支援を行う事業

大開厚生年金住宅自治会、ふれあいクラブ（大開厚生年金住宅住民（有志メンバー）
のボランティア組織）、近畿大学学生

(6)　マンション住民が、マンション内外の住民のつながりづくりに取組む事例

ふれあいサロン・ふれあいこども塾

福島区新家地域

・取組の中心となっている大開厚生年金住宅は、福島区西南の此花区との区界に位
置し、同住宅の西隣には此花厚生年金住宅が存在するが地域が分かれている。
・周辺にはUR住宅や市営住宅が混在する。
・大開厚生年金住宅は自治会を形成し、町会にも加入している（新家西町会）。

・マンション住民が高齢化していく中、マンション住民間のつながり、マンション住民と
地域住民のつながりが少ない。
・自分たちが年をとっても大開厚生年金住宅に“住み続けたい”“住んでよかった”と思
えるようなことをしたい。
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【事例検証】

ふれあいサロン・ふれあいこども塾

【ふれあいサロン】
マンション住民が高齢化していく中、自分たちが年をとっても“住み続けたい”
“住んでよかった”と思えるようなことをしたいと考えていた。そこで、マンション内
外の住民間のつながりを作ることなどを目的に、平成25年4月に住民有志による
ボランティア組織「ふれあいクラブ」が結成された。目的達成のため、毎週木曜
日の午前中にマンション住民及び地域住民を対象とした喫茶サロン「喫茶ふれ
あい」をしている。

【ふれあいこども塾】
・各種団体に「ふれあいサロン」の取組を紹介する中で、近畿大学講師が興味を
示し、ゼミの学生達に紹介したところ、数名の学生が卒論テーマにしたいとの声
があがった。
・学生達が取組に参画してデータを収集する中で「若い人を呼び込むにはどう
すればよいか」を自主的に考え始まった。自分たちで出来ることを相談した結
果、住民の子供たちとふれあい夏休みの宿題や工作を教える「ふれあい子ども
塾」が始まった。

マンション住民が高齢化していく中、マンション住民間、及び、マンション住民と
地域住民とのつながりが少ない。

・大開厚生年金住宅は自治会を形成しているため、自治会の集まりの場で話す
ことができた。
・自治会のなかに運営スタッフが11人おり、中心的に取り組んでいる。11人のう
ち３人は元利用者からスタッフになっている。
・また、近畿大学生がふれあいサロンを見学した際に、運営側に加わり、一緒に
課題分析を行って「ふれあいこども塾」の取組を立ち上げた。

・地域内のつながりづくりの必要性を感じたマンション住民が有志のボランティア
組織「ふれあいクラブ」を結成
・近畿大学生が参画

【ふれあいサロン】
・来客者の中で担い手になってくれそうな人に声をかけている。
・来客者自身が高齢となり、行動範囲が狭まった際、地域内での居場所（ふれあ
いの場）や、“やること”の必要性を説明すると参画してくれる。（運営スタッフ11
人中、3人が元利用者。）
・一人では参画を尻込みする人もいるので、地域内の人間関係を把握し、仲の
良い友人同士を誘うことで、参画しやすい雰囲気をつくっている。また、少々強
引にでも誘い続け、一回断られてもあきらめない。
・初心者のスタッフには、場の雰囲気に馴染んでもらうため、先ずは簡単な補助
業務からやって貰い、負担感等を無くす配慮している。
・「出来る人が」、「出来る時に」、「出来ることだけ」という基本コンセプトを踏襲
し、誰もが無理のない参画ができるようにしている。

【ふれあいこども塾】
・近畿大学所属の建築学部にする学生が主にボランティア活動をしてくれてい
る。
・担い手の継続に向けて、現在ボランティア活動をしている大学生には、引き続
き活動を続けてもらうよう声をかけている。

事例名

①課題設定のきっかけ

（その課題を皆で取組むことと
した契機は何か）

②課題

③課題分析

（どのような枠組み（メンバー）
や方法で分析を行ったか）

④実施主体

（課題解決のための実施主体
（ステークホルダー）は誰か）

⑤参画のための仕掛け

（主体に参画してもらうための
仕掛け（インセンティブ）はど
のようなものがいいか）
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・毎週、「喫茶ふれあい」開催前には全員でコーヒーの味を確認し、いつも同じ
味で提供出来るように確認するとともに、スタッフ間のコミュニケーションの機会を
作っている。
・スタッフのモチベーションを維持するため、サロンで得た利益の中からスタッフ
全員でお弁当を食べるなど、楽しい要素を取り入れるよう工夫している。
・他地域のサロンに対してもモデルケースとして紹介され、見学者が増えた。

ふれあいサロン・ふれあいこども塾

・大開厚生年金住宅は自治会を形成しているため、自治会の集まりの場で話す
ことができた。
・マンションの自治会長が「やってみたらいい」と認めてくれた。
・各種団体に「ふれあいサロン」の取組を幅広く紹介する中で、近畿大学講師が
興味を持ち、同大学のゼミ生に話をしたところ学生たちの方から見学したいとの
声があがった。

・サロン開催場所や、開催すること自体、また、スタッフへの参画要請等で当初
は反発もあったが、反発している人に直接または、反発者の友人から説明等を
してもらうことにより、解決した。
・ふれあいクラブの中心人物の方が、テーマパークの館内飲食店でのレギュラー
スタッフの経験があり、カフェのノウハウを持っていた。
・大学生にとっては、取組に参加することで、自らの学習の一環となり、マンショ
ンにとっては、大学生のアイデアや担い手としての参加が得られることとなってい
る。
・コーヒーの豆はコスト削減のため仕入業者と交渉。利用者にコーヒー豆購入店
を紹介する代わりに、100ｇ350円で購入。また、当初は豆を自家挽きするための
機材も無料レンタル提供を受けていた。

・地域内の人間関係を把握し、仲の良い友人同士を誘うことで、参画しやすい雰
囲気をつくっている。
・ふれあいクラブやふれあいこども塾に参加する住民が顔見知りになることで、
住民間で助け合えるきっかけになる。
・日曜日の一斉清掃活動等に参加した住民に対して、無料コーヒー券を配布し
地域住民活動との連携を図っている。更に不定期ではあるが、平日には来れな
い住民のために年に数回、日曜日の開催を行っている。

・大学生の協力を得ることによって事業の幅が広がった。
・マンションと地域の架け橋事業でノウハウを得ることができた。
・ふれあいサロンをきっかけに、参加者がやってみたいいろいろなことを気軽に
話し合える雰囲気ができ、自治会が主催する百歳体操や映画鑑賞会等、新た
な活動の幅が広がった。

・マンション外住民のさらなる参加
・当事者意識を持続させるための、新たな手法の検討
・広報活動の充実
・サポートふれあい活動の拡がり

⑧連携協働の契機（触
媒）

（事例のどういうプロセスが協
働連携を進めさせる重要な
チャンス、場づくり、手助けに
なったりしているのか）

⑨リソースシェアリング

（必要な資源のシェアリングの
ためにどのような働きかけを行
い、どういう協力の関係ができ
ているのか（オーバーラップ））

⑩地域協働の手がかり

（それぞれの主体がどういうと
ころを手がかりにして今後の
地域協働を進めていけばいい
のか）

⑪協働が成果を生み出
す要因

（具体的な協働というのが成
果を生み出すことができるよう
なものがどうやったら生まれて
くるのか）

⑫今後の課題

（今後取組を進めて行くにあ
たっての課題はなにか
必要なことはなにか）

⑦課題解決のための事
業

（課題解決のためにどのような
事業を実施するか　また、その
プロセス）

⑥当事者意識の触発
　
（どういう活動が当事者意識を
触発していくのか）
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【取組概要】

取組名称

地域名

地域概要

地域課題・ニーズ

参画している主
体

取組概要

取組を行う中での
課題

中間支援組織の
かかわり

行政のかかわり

・市営住宅・UR等が多く占めている地域で、そこで生まれた子どもが成長し、地域か
ら出ることで地域の高齢化が進んでいる。
・地域中央部に「貯木場」である溜池があり地域が分断されており、いわゆる“買い物
難民”の問題がある。

さざんか平林協議会（地域活動協議会）、事業者

・ふれあいサロン「ひら茶」を、平林福祉会館を活用して、スタッフは15名ほどで、毎週
木曜日に開催している。対象者は、平林だけでなく新北島も含めている。
・「ふれあいマルシェ」は2年前より、高齢者の買い物支援対策として取組みを始め、
第1・3木曜日に平林福祉会館前で開催している。実施事業者については、住之江区
まちづくりセンターが行う「企業・NPO・学校・地域交流会」で知り合った地域内外の企
業や商店、農家等とつながりをもつ事業者に出店を依頼。また、出店者のメリット（収
益）も考え、当日の場所代等は無料としている。
・平林地域の活動として、平林地域に約80社ある企業からの協賛金等も財源としてい
る。
・福祉会館への交通手段がないため、地域独自で送迎バスの運行を行っている。（地
域バス）
・平林地域外の方も参加可能にするなど、多くの方が参加できる環境を整備してい
る。

・地域中央部に「貯木場」である溜池があり地域が分断されており、いわゆる“買い物
難民”の問題がある。
・貯木場も段階的に埋め立てを行っている。

・まちづくりセンター提案による地活協関係者での「地域の未来像を語り合う懇談会」
（平成25年11月）での課題抽出と共有（買物難民問題が話題に）
・企業・ＮＰＯ・学校・地域交流会（平成26年12月）での参加企業等に向けた地域課題
のプレゼン支援と参加企業等とのコーディネート
・「買物難民」の実態を探るアンケート調査、南港口高層マンション群（市営住宅・ＵＲ
等）の高齢者アンケート調査（平成26年11月～平成27年1月）による課題検証

・ふれあいサロンに地域活動協議会補助金を活用している。
・まちづくりセンター（区役所）が、年に数回70社・団体が参加する「企業・NPO・学校・
地域交流会」を企画しており、この交流会で、協力企業に出会うことができた。
・地域バス事業たちあげにかかる情報提供・助成金申請支援

・住宅地域においてその多くを占める市営住宅・UR等では高齢化が進んでいる。
・地域中央部に「貯木場」があり地域が分断されている。
・平成28年度から「福祉バス」の運営が終了し、地域でバスを運行している。

(7)　地域活動協議会から、企業等に働きかけて連携が生まれた事例

ふれあいサロン・ふれあいマルシェ

住之江区平林地域
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【事例検証】

ふれあいサロン・ふれあいマルシェ

“買い物難民”の問題が地域課題となっており、これを解決するために取り組ん
だ。

地域中央部に「貯木場」があり地域が分断されており、いわゆる“買い物難民”の
問題があった。

・平林地域活動協議会として各種団体（町会、社協、企業、PTA、こども会、老人
会等）が月１回福祉会館で会合を開いており、ここで課題について話し合った。
・企業と地域とで年数回交流会を開催している。
・地域中央部に「貯木場」があり地域が分断されている、いわゆる“買い物難民”
の問題、また、地域住民の高齢化について、地域活動協議会として、高齢者に
対する課題を認識一致し、その解決方法として「ふれあいマルシェ」に取り組ん
だ。
・まちづくりセンターによる「地域の未来像を語り合う懇談会」（平成25年11月）で
課題を抽出し共有した。

・平林地域活動協議会として各種団体（町会、社協、企業、PTA、こども会、老人
会等）
・事業者

【担い手（参画者）の確保】
・PTAに積極的に声をかけるようにしている。
・PTAなどで活動している若い人を見かけたら、「ヒマになったら（こっちに）来て
ね」という声かけを実践
あれもこれもは大変であるので「出来るとき、出来ること」から。
・「時間ができたら手伝って」が基本
拘束するようなことはNGで、用事があるときは行事の日でも休んでもらっている。

・ボランティア活動を労うことが絶対必要。有志で旅行に行ったり、食事に行った
り。楽しんでもらう工夫が必要で、そうでないと長続きしない。
・ボランティアを大切にしている。例えば、誕生日にはお祝いするなど。
・ボランティア活動を労い、ボランティアを大切にすることも、役職者の大切な仕
事となっている。

⑤参画のための仕掛
け

（主体に参画してもらうため
の仕掛け（インセンティブ）
はどのようなものがいいか）

⑥当事者意識の触発
　
（どういう活動が当事者意識
を触発していくのか）

④実施主体

（課題解決のための実施主
体（ステークホルダー）は誰
か）

事例名

①課題設定のきっか
け

（その課題を皆で取組むこと
とした契機は何か）

②課題

③課題分析

（どのような枠組み（メン
バー）や方法で分析を行っ
たか）

29



ふれあいサロン、ふれあいマルシェ、地域バスの運行

・ふれあいマルシェで野菜を販売する事業者とつながりが得られたのは区役所
主催の「企業・NPO・学校・地域交流会」開催（年数回実施）による。
・会長が事業所経営をしており、地元の企業とつながりがあった。
・ふれあいサロンには近隣企業に勤務している人も来れるようにしており、受け
入れる体制にしている。

・ふれあいマルシェで事業者の商いがうまくいくように、同日に地域のイベント
（お祭り等）を行い、地域で人を呼ぶように工夫している。
・仕入れにあたっては、地産地消を意識している。
・平林福祉会館が、地域にとって使いやすい会館となるよう、近隣企業も利用可
能とするなど、工夫努力をしている。

「企業・NPO・学校・地域交流会」の場があったことで、普段つながる機会がない
企業と出会うことができ、買い物難民という地域課題に協働して取り組むことがで
きた。

地域に企業が多く存在し、企業と協力しあうことが大切という認識のもと、町会だ
けで活動するのではなく、みんなが一緒になってまちづくりをするという意識で
活動をしている。

・よりニーズにあった取組に発展させていきたい。
・市営住宅・UR等をリフォームするなどして、若い人の入居を促進していきたい。
・災害時等に備えて町会加入を増やしていきたい。

⑪協働が成果を生み
出す要因

（具体的な協働というのが成
果を生み出すことができるよ
うなものがどうやったら生ま
れてくるのか）

⑫今後の課題

（今後取組を進めて行くにあ
たっての課題はなにか
必要なことはなにか）

⑦課題解決のための
事業

（課題解決のためにどのよう
な事業を実施するか　また、
そのプロセス）

⑧連携協働の契機（触
媒）

（事例のどういうプロセスが
協働連携を進めさせる重要
なチャンス、場づくり、手助
けになったりしているのか）

⑨リソースシェアリング

（必要な資源のシェアリング
のためにどのような働きかけ
を行い、どういう協力の関係
ができているのか（オーバー
ラップ））

⑩地域協働の手がか
り

（それぞれの主体がどういう
ところを手がかりにして今後
の地域協働を進めていけば
いいのか）
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●個人の担い手が活動をはじめる事例　一覧表 【参考】

　　ＮＰＯ法人緑・ふれあいの家
　　（鶴見区緑地域活動協議会）
　　理事長 久木 勝三 氏

　 平野区瓜破西地域活動協議会
　 会長 橋本 勝三 氏

  淀川区新東三国地域活動協議会
  総務部会長 増田 裕子 氏

   淀川区三津屋地域活動協議会
   会長 泉水 清 氏

        特定非営利活動法人
        コリアＮＧＯセンター
        事務局長 金光敏 氏

          ふれあいクラブ
          代表 竹内 利和 氏

　　 住之江区さざんか平林協議会
 　　副会長 佐野 悦子 氏

１）活動をはじめたきっかけ

・児童から相談があり小学校の教
室に行くと全部の窓ガラスが割れ
真冬の中震える手で勉強している
状況に驚き、異様に感じたことが
きっかけだった。
・学校だけの責任ではなく、地域
の無関心が原因であることを考え
て、信頼し合え、協力し合える関
係が必要と考え手探りで活動を始
めた。

・約３５年前、瓜破西地域に引っ
越してきた。
・引っ越した地域は、当初、飛び
地として他の町会に含まれていた
が、越してきて２年目に、飛び地
だけで独立した第５町会をつくっ
てほしいと、連合から頼まれた。

・家族の介護を通じて、電池の取
り換えなどで困っている人がいる
ことを知り、お手伝いできること
があることを知った。
・家族の介護がひと段落し、近隣
のお役に立てればと思っていたと
ころに、マンション町会の班長の
役が順番でまわってきた。

・お子さんの体が弱く、外で遊ば
せたかったことがきっかけ。
・お子さんは、キャッチボールや
野球に興味を持っていて、地域に
は町会対抗の野球大会があった
が、所属する町会には野球チーム
がなかった。
・そこで、自ら回覧板を回し野球
をしたい子どもを募ったところ、
充分に子どもが集まったので、野
球チームを結成。グランドを借り
て活動を始めた。
・この活動を見込まれ、初めは町
会の子ども会に参加、次に青少年
指導員をやらないかと声がかかっ
た。

・在日コリアン三世として生野区
に生まれたことで、幼いころか
ら、課題意識、当事者意識に直面
してきた。
・民族学級の取組に支えられて
育ったと感じている。
・韓国に帰国する経験を経て再び
日本に来たとき、知人から、民族
学級の運営側として活動しないか
と誘われ、活動することとなっ
た。

・退職する２年前にマンションに
引っ越ししてきた。
・当初は、地域活動をする予定は
なく、管理組合役員を頼まれても
断り続けていたが、断り切れなく
なって活動をはじめた。
・役員を続けていたら自治会長を
頼まれ、こちらも断り続けていた
が、断り切れなくなって引き受け
ることになった。
・住民間のコミュニケーションの
必要性を感じていた。

・子どもの成長に伴い、ＰＴＡの
役員を頼まれたことがきっかけ。
・活動をはじめると家族に迷惑を
かけると考え、最初は断っていた
が、何度も頼まれるうちに、夫が
引き受けるよう勧めてくれたこと
が大きなきっかけとなった。

２）活動をはじめるプロセス

・ＰＴＡ、子ども会の状況を把握
し、学校の授業参観に出向いて現
場を確認するとともに、地域から
も広くアンケートやヒアリングを
半年を掛けて実施した。区役所や
教育委員会に相談し、情報を収集
し、学校と地域との円卓会議を設
定することとした。

・もともとは、別の人が町会長に
就任予定で話を進めていたが、４
～５日前に突然、就任予定の方の
都合が悪くなり、町会長へ就任す
る話が持ち上がった。
・はじめは断ったが、町会を立ち
上げてから安定稼働するまでの
レールを引く期間となる３年間の
約束で、町会長を引き受けた。

・マンション町会の班長になるの
と同時に、町会の女性部長になっ
た。
・女性部長として新東三国連合の
女性部会で活動することになり、
同時に、ネットワーク委員、食事
サービス委員に就任し、翌年には
ネットワーク推進員になった。

・三津屋地域では、大阪市委嘱の
青少年指導員の他に、地域委嘱の
青少年指導員がいて、全体で50人
程度いた。
・就任当初は、青少年指導員の活
動があまり活発でなかったため、
かえって事業がやりやすかった。
・成人式は、青少年指導員の活動
としてはじめ、各種団体の参加や
寄付も集まる行事になっていっ
た。
・運動会や夜店事業も青少年指導
員の活動としてはじめ、今では、
地域社会福祉協議会の事業となっ
ている。

・民族学級の運営からはじまり、
この活動に長く関わった。
・自分の中からこみあげるものが
あり、揮発的な感覚ではなく、自
発的な感情で取り組みはじめた。

・自治会長に就任してから、区の
広報で、マンション住民間のコ
ミュニケーションを取る手法につ
いて出張講義する取組（福島区主
催「マンションと地域の架け橋事
業」）を見つけて申し込んだ。
・講義でふれあいサロンの事例紹
介があり、受講した住民の中から
やりたいという人が出てきたの
で、講師の協力を得ながらボラン
ティア組織（ふれあいクラブ）を
結成した。
・ボランティア組織結成にあたっ
ては、熱心にスタッフを集めてく
れた人がいて、現在もスタッフの
まとめ役となっている。

・ＰＴＡで楽しく活動することが
でき、そこから町会の女性部長を
頼まれて引き受けることになっ
た。
・どのようないきさつで引き受け
たのか覚えていないほどなので、
負担を感じさせない巧みな勧誘
だったのだと思う。

３）活動をはじめるときの壁

・地域内では、会計や事業の不透
明感と組織運営などで争いも絶え
ない状況の中、学校も同様で、Ｐ
ＴＡに入らない保護者や壊滅状態
の子ども会などで、現状協力して
くれる担い手も無いのが悩みだっ
た。

・町会長を引き受けるにあたっ
て、特に負担に感じることはな
かった。
・当時、第５町会の規模は約９０
世帯で、戸建ての住宅で構成され
ていた。
・町会長を引き受けてから、組織
づくりをするために、１軒１軒ま
わって話をきいた。
・仕事上の経験から、９０世帯の
規模をそれほど負担に感じなかっ
たのかもしれない。

・マンション町会は立ち上がった
ばかりで取組があまりなく、必要
な取組を考えてはじめることがで
きたが、連合には取組が多く、所
属する町会からの参加者が少な
かったことから、取組を考えるよ
りも参加者集めに追われることに
なった。

・就任当初、青少年指導員の活動
は研修参加とその内容を地域で指
導することがメインで、地域行事
に関わることがほとんどなかっ
た。そんな中、地域全体での行事
が少なかったので、はたちのつど
いや運動会、夜店など、地域全体
でそれまでなかった事業を新しく
企画運営した結果、地域行事に深
く関わることができた。

・自分自身は特に壁はなかった。
・周囲の様子をみると、子育てな
どによる家庭環境や経済状況の変
化により、民族学級の運営等の活
動を離れる人もいる。
・活動を離れても、保護者として
の活動へとスタイルを変えて続け
ている人もいる。

・地域活動をする予定がなかっ
た。
・住民の高齢化も進む中、住民間
のコミュニケーションの必要性を
感じていたが、取り組み方が分か
らなかった。

・活動をはじめると家族に迷惑を
かけると考えたが、家族の理解が
得られたので、始めることができ
た。
・活動自体は、もともと人と関わ
ることが好きで、ボランティア活
動に興味があったこともあり、壁
に感じることはなかった。

４）活動をはじめることができ
た主な要因

・状況改善の契機となったのは、
地域でともに立ち上がってくれる
仲間が出来た事と、まちづくりセ
ンターが紹介してくれたプロボノ
チームの協力だった。
・学校も教頭先生や複数の教員OB
の協力も得られ、今回の問題を課
題として学校に限定せず、「地域
全体」として共有できるように
なった。

・引っ越してきたタイミングで、
新町会を立ち上げることになり、
町会長を頼まれた。
・仕事上の経験から、９０世帯の
規模をそれほど負担に感じなかっ
た。

・家族の看護介護がひと段落して
時間ができ、地域のお手伝いをし
てもいいなと考えていたところ
に、マンション町会の班長の役が
順番でまわってきてタイミングが
よかった。

・お子さんの体が弱く、外で遊ば
せたかったことがきっかけ。
・お子さんは、キャッチボールや
野球に興味を持っていて、地域に
は町会対抗の野球大会があった
が、町会に野球チームがなかった
ので、自ら作ることにした。
・地域の人も場所も良く知ってい
たので、始めることに不安はな
かった。

・自分自身が民族学級等の取組に
支えられて育ったと感じていたの
で、子どもたちを支えたいという
強い想いがあり、タイミングよく
知人から運営側として活動しない
かと誘われたこと。

・地域活動をする予定がなかった
が、熱心に頼まれたこと。
・住民の高齢化も進む中、住民間
のコミュニケーションの必要性を
感じていたところ、区の広報で、
マンション住民間のコミュニケー
ションを取る手法について出張講
義する取組を見つけたこと。

・ＰＴＡの役員を頼まれたとき
に、夫や子どもたち家族の理解が
得られたことから、活動をはじめ
ることができた。
・もともと人と関わることが好き
で、ボランティア活動に興味が
あった。



●個人の担い手が活動をはじめる事例　一覧表 【参考】

　　ＮＰＯ法人緑・ふれあいの家
　　（鶴見区緑地域活動協議会）
　　理事長 久木 勝三 氏

　 平野区瓜破西地域活動協議会
　 会長 橋本 勝三 氏

  淀川区新東三国地域活動協議会
  総務部会長 増田 裕子 氏

   淀川区三津屋地域活動協議会
   会長 泉水 清 氏

        特定非営利活動法人
        コリアＮＧＯセンター
        事務局長 金光敏 氏

          ふれあいクラブ
          代表 竹内 利和 氏

　　 住之江区さざんか平林協議会
 　　副会長 佐野 悦子 氏

５）中心的な役割を担うよう
になった理由

・学校での問題解決に立ち上げた
チームが、本質的な地域に点在す
る課題と向き合う必要があり、そ
の解消のために多岐にわたって活
動を始めた事が、発端となった。
・こうした努力が少しづつ地域に
浸透し、他の活動団体を刺激した
結果、地域でのコミュニティが復
活し団体同士が公平公正に話し会
えるようになった。

・第５町会の町会長になって２年
目に、連合の総務を頼まれた。
・総務に就任した当初は、瓜破西
地域に来て間もないことや、年も
若いことから、様々な意見も受け
たが、まずは定款を作成して、年
間計画、会計書類、事業報告など
の書類を整備し、組織づくりを固
めていくうちに、認められるよう
になっていったと思っている。
・地域を良くしていくために必要
であれば、住民の代表として厳し
いことも言わなければいけないと
考えている。

・マンション町会の役員間で励ま
し合い、連合の活動を辞めずに続
けたことで、連合の役員になって
いった。
・地域活動協議会の立ち上げを任
された時は、地域のことが分かっ
てきていたことだったので引き受
けることができた。

・それまでは地域全体での行事が
少なかったが、はたちのつどいや
運動会、夜店などの企画を地域の
各町会に声がけしたことで、14町
会全部が協力してくれるようにな
り、地域全体の行事として運営す
ることができるようになった。

・民族学級の運営の取組からはじ
まり、長く関わった。
・2004年に在日コリアンへの支援
を行う３つの団体が統合し、特定
非営利活動法人コリアＮＧＯセン
ターとなったが、統合時のスタッ
フとして活動を続けた。
・先輩たちに育ててもらったこと
が今につながっている。
・たとえ目立って批判されても、
大事だと認識することは最後まで
やるタイプ（先頭に立って活動す
ることが苦にならない）というこ
ともあるかもしれない。

・役員に就任した当初は、できる
だけ発言しないようにしていた
が、発言した内容が住民に受け入
れられたのかもしれない。
・地域活動はボトムアップの活動
と考えており、誰もが自由に意見
交換できる環境を心がけている。
・役員や会長は住民の考えを代表
して対外的に発言する役割と思っ
ているので、言いにくいことでも
率先して発言するようにしてい
る。（嫌われ役になるところが評
価されたのかもしれない。）

・活動を楽しく続けているうち
に、気が付いたら、連合の女性部
長になり、協議会の副会長になっ
ていた。
・同じ方向を向いて、一緒に考え
ることができるスタッフに恵まれ
ており、役を引き受けることが苦
にならなかった。
・協議会の会長が、「失敗を恐れ
ずやればいいと」背中を押してく
れる。

６）活動を継続する原動力

・活動を継続するためには、活動
する拠点と人的資源そして活動の
原資が必要となった。そのために
は、地域での主体となる団体が公
明であり開かれたものでなけれ
ば、人的支援を受けることができ
ないため運営会議での公平性を担
保し公平に役員の選抜を実施し
た。
・事業の継続を図るには補助金や
助成金だけでは地域での多様に事
業継続を図る事が出来なくなる。
そこで、収益事業の獲得を実施し
た。

・活動を継続する原動力は、使命
感だと感じている。
・安全安心な地域を、自分たちの
力で作っていかなければならない
という使命感がある。
・みんなで相談しながら取り組ん
だことが、良い方向に進んでいく
達成感も原動力になっている。

・地域内、淀川区内、そして淀川
区外にと、相談できる人が増えて
いった。
・同じ立場の人との意見交換は励
ましになり、また、地域外の人や
違う立場の人との意見交換は新鮮
で刺激になる。
・批判的な人や無関心な人を、振
り向かせたいと思う気持ちがやる
気につながっている。
・信じてやらせてくれる人、応援
してくれる人がいる。

・これまでの活動を変えるとき、
新しい活動を始めるときには、い
ろいろな不安要素が出てくるのが
当たり前と考えている。
・準備はしたうえでまずはやって
みて、続けるべきものなら改良し
ていくという方法で、前向きに進
めている。

・当事者なので、この課題から逃
げられないという思いや、正面か
ら向き合っていきたいという思い
があり、それが原動力となってい
る。
・活動を続けていると、子どもた
ちの喜ぶ顔が見られることも励み
になっている。
・子どもの成長に関わることがで
き、自分の子ども時代を取り戻し
ているような感覚もある。

・参加者の楽しむ様子が見られ、
住民間のコミュニケーションが生
まれる場になっている実感が得ら
れることが、ふれあいサロンス
タッフのやる気やチームワークに
つながっている。
・「出来る人が、出来る事を、出
来る時に」無理をしないをモッ
トーに、楽しみながら活動できて
いる。

・住んでいる地域を、よい地域に
したいという思いを持っている。
・事業への参加者だけでなく、ス
タッフも共に楽しみながら活動し
ていることが、活動を継続する原
動力になっている。
・協議会の会長が、スタッフを労
ういろいろな企画を提案してく
れ、スタッフのチームワークを深
める機会になっている。

７）新しい担い手を増やす働
きかけ

・学校と地域との円卓会議の設定
等、意見交換できる場づくりや、
ＳＮＳ等による情報発信・拡散、
また、広報紙も町会加入者だけで
なく全戸配布するなどして、現状
や課題を共有し、共感を得ながら
取組を進めた。
・実際に取組に従事するスタッフ
がいないと取組は進まないため、
事務局長、計理、事業のスタッフ
等の組織づくりを行った。計理に
は商売をしていた人に担ってもら
うなど、適材適所を心がけ、ま
た、無償には限界があることから
有償も取り入れた。

・新しい担い手を増やす働きかけ
としては、まずは、足を運んで、
顔を合わせて、知り合いになるこ
とだと思っている。
・活動者を大切にし、若い人も発
言しやすい環境になるよう気を
配っている。
・地域活動協議会という組織は、
学校やＰＴＡ、その他諸団体がと
もに協働して活動することができ
るなど、若い人が参画しやすい組
織だと感じている。
・第５町会はマンションが多く、
地域活動に協力してもらうために
は、住民だけでなく、施主にも、
地域活動への理解を深めてもらう
よう、マンションの建設時から交
流を図っている。

・取組に興味を持った人に集まっ
てもらうため、全戸配布で募集。
・マンション町会では、防災の取
組として、フロア住民で集うフロ
ア会議をとおして顔の見える関係
づくりをしており、周知と併せて
負担にならない程度に声をかけ
る。
・何かの役割を担ってもらわなく
ても、まずは自分ごとに考えても
らえればいいと思って周知・募集
している。

・町会の夜店や音楽祭などのイベ
ントへの参加を勧めて、地域の様
子を知ってもらい、顔見知りを増
やしてもらって、手伝ってもいい
なと思えたらスタッフに加わって
もらうようにしている。
・三津屋地域活動協議会の中に、
パワーアップ部会という新しい人
や団体が入りやすい受け皿を設
け、ＮＰＯや企業をはじめ幅広く
人材や協力団体を募っている。
・現在、地元企業（約17社）に
入ってもらうよう働きかけを行っ
ており、防災訓練への参加や小学
生が社会見学に行くなど、地域の
企業が関わる場を増やしていきた
い。

・子どもへの学習支援はボラン
ティアが担っており、ホームペー
ジでの募集や、大学に声をかけて
の募集を行っている。
・テレビやメディアに取り上げら
れることで、ボランティアの問い
合わせに繋がっている。
・新しいボランティアに向けたガ
イダンス、継続ボランティアに向
けた指導力・意識向上の研修、支
援手法に関する研修等を行ってい
る。
・ボランティアの中でも、目的を
理解し熱心に活動してくれる人に
は、声をかけて運営側（実行委員
会）に加わってもらっている。
・ボランティアにとっても居場所
になっていると思っている。

・「出来る人が、出来る事を、出
来る時に」無理をしないをモッ
トーに、幅広くオープンに取組へ
の参加を呼び掛けている。
・まちづくりセンターの協力で、
取組内容をいろいろな機会に広報
することで、大学生の参加が得ら
れたり、同様の取組をしている団
体と情報交換する機会が得れてい
る。

・ボランティア活動を楽しんでも
らうことを心掛けている。楽しけ
れば、ＰＴＡや子ども会の活動だ
けでなく、地域の活動にも参加し
てくれると考えている。
・ボランティア活動に興味を持っ
ているが、どうすればいいかわか
らない人もいるので、地域にボラ
ンティア部も創出した。
・ＰＴＡ、子ども会と地域の女性
部活動を一緒に行うことで、地域
との距離が近くなり、地域の活動
にスムーズに加わる流れができて
きている。



●団体の活動が活発化し、連携協働して課題解決に取り組む事例  一覧表 【参考】

地域における子育ての取組
　（鶴見区緑地域）

アクティブラーニング型災害訓練
（平野区瓜破西地域）

マンションの防災訓練
（淀川区新東三国地域）

商店街活性化の取組
（淀川区三津屋地域）

外国にルーツを持つ方を支援する取組
（中央区東心斎橋地域）

ふれあいサロン・ふれあいこども塾
（福島区新家地域）

ふれあいサロン・ふれあいマルシェ
（住之江区平林地域）

・地域の小学校が荒れた時期があり、
何とかしなければと思ったことがきっか
け。
・課題の解決が多岐にわたる為、必然
的に多様な地域課題に対処すること
となった。
・学校と信頼し合え、協力し合える地
域をつくることをめざして、手探りで活
動を始めた。

・大阪市立大学都市防災教育研究セ
ンターのメインテーマである。
・大和川に隣接する地域に居住して
いる市民にとって、防災は関心の高い
課題であると考え、この地域に声をか
けた。

・マンション管理組合の理事長とマ
ンション町会の会長が同じ思いで、
マンションに合同の自主防災組織
を作りたいという熱意があった。

・2010年、三津屋商店街で、三津屋
生まれのアマチュア演奏家の方が「音
楽で地域、とりわけ商店街に貢献でき
ないか」と相談し、「何か面白いことが
実現できる場所」として「みつや交流
亭」を紹介されて訪れたことがきっか
け。
・商店街の集客が減少する中で、イベ
ントが慢性化していることに商店街も
問題意識をもっていた。

・2012年に、関西国際交流団体協議会
が、「マーテル外国人母子支援ネット
ワーク形成事業」（大阪府新しい公共
支援事業）として、外国人母子支援の
あり方をテーマに外国人支援を行う団
体のネットワークを形成しており、ス
テークホルダーが集まる場所があっ
た。（登録団体数60団体）
・2012年4月に、中央区でフィリピン人
女性による実子刺殺自殺未遂事件が
起き、大阪市立南小学校校長が、いろ
いろな集まりで協力を求める中、この
ネットワークにも参加して協力を求め
た。

【ふれあいサロン】
マンション住民が高齢化していく中、自
分たちが年をとっても“住み続けたい”
“住んでよかった”と思えるようなことをし
たいと考えていた。そこで、マンション内
外の住民間のつながりを作ることなどを
目的に、平成25年4月に住民有志によ
るボランティア組織「ふれあいクラブ」が
結成された。目的達成のため、毎週木
曜日の午前中にマンション住民及び地
域住民を対象とした喫茶サロン「喫茶ふ
れあい」をしている。

【ふれあいこども塾】
・各種団体に「ふれあいサロン」の取組
を紹介する中で、近畿大学講師が興味
を示し、ゼミの学生達に紹介したところ、
数名の学生が卒論テーマにしたいとの
声があがった。
・学生達が取組に参画してデータを収
集する中で「若い人を呼び込むにはどう
すればよいか」を自主的に考え始まっ
た。自分たちで出来ることを相談した結
果、住民の子供たちとふれあい夏休み
の宿題や工作を教える「ふれあい子ども
塾」が始まった。

“買い物難民”の問題が地域課題と
なっており、これを解決するために取
り組んだ。

・学校が荒れた時期に、ＰＴＡ、子ども
会の活動も活発ではなく、学校側も相
談できる状況ではなかった。
・ＰＴＡに入らない保護者も多く、また
子ども会の役員のなり手がおらず、保
護者もあまり関与していない状態だっ
た。
・学校側から地域への働きかけもな
かったが、地域側から学校への働き
かけもなかった。

・大和川増水時に地震が発生すると
堤防が一部破損するなどし、河川氾
濫の危険性がある。
・災害訓練への参加者が少ない。
・住民に高齢者が多い。

・マンションに自主防災組織が、ま
だ組織されていなかった。
・防災訓練の内容では、実際の災
害時にマンション住民が安全に避
難できる状況とはいえなかった。

・商店街の活性化
・住民同士のつながり、顔の見える関
係づくり
・駅前マンション住民といった新しい
住民にも地域に関心を持ってほしい
・次世代を担うこどもたちの地域への
愛着を育む。
・住民同士のつながりや地域への愛
着、商店街の活性化を実現する手法
として「音楽の力」に着目

・中央区内の小学校には１５ヵ国以上
の子どもたちが在籍し、その中には、
日本語での学習に困難を抱えたり、仕
事が忙しい保護者との時間が持てず、
一人で過ごすケースが多くみられる。

マンション住民が高齢化していく中、マ
ンション住民間、及び、マンション住民と
地域住民とのつながりが少ない。

地域中央部に「貯木場」があり地域が
分断されており、いわゆる“買い物難
民”の問題があった。

・学校と地域との円卓会議を設定し
て、課題分析や意見交換を行った。
・ＰＴＡ、子ども会の状況を把握し、学
校の授業参観に出向いて現場を確認
するとともに、区役所や教育委員会に
相談して情報を収集した。
・保護者や地域に向けたアンケート、
インタビュー等も丁寧に行った。
・関係者による現状や課題等の情報
共有は、上記円卓会議、ＳＮＳによる
情報発信、広報紙の全戸配布等を
使って行い、多くの人に関わってもら
うよう工夫した。

・大阪市立大学都市防災教育研究セ
ンターの防災教育プログラムの一つと
して、大学中心で実施した。
・災害を想定しながら行動シナリオを
作成する作業が、防災力を高めること
に役立つのだが、このシナリオ作成に
地域の方にあまり参加いただけなかっ
た。

・管理組合と町会合同で自主防災
組織を作ることをめざし、準備委員
会を立ち上げた。
・両組織の毎月全戸配布の議事録
と一緒に、準備委員会の参加者
や、自主防災組織の隊員を募集し
た。
・防災訓練に先立ち、防災訓練の
目的を再確認し、災害時の避難行
動について住民自身で考える打合
せの場を持った。

・みつや交流亭のネットワークを通じ
て、実行委員会を立ち上げる。
・実行委員会には地域、商店街、み
つや交流亭、演奏者と多彩なメン
バーが参加。
委員長には地元連合町会会長になっ
ていただき、大阪市音楽団からも団員
が参加することとなった。

・「外国人母子支援のためのネットワー
ク」に参加していた団体や個人を中心
に、はじめから多くの団体で課題分析
を行い、課題解決策について話し合う
ことができた。
・参加団体の特性である、ソーシャル
ワークの視点と、学習支援の視点で
は、意見が異なる部分もあり、取組の
目的や、めざす効果について、深く話
し合った。

・大開厚生年金住宅は自治会を形成し
ているため、自治会の集まりの場で話す
ことができた。
・自治会のなかに運営スタッフが11人お
り、中心的に取り組んでいる。11人のう
ち３人は元利用者からスタッフになって
いる。
・また、近畿大学生がふれあいサロンを
見学した際に、運営側に加わり、一緒に
課題分析を行って「ふれあいこども塾」
の取組を立ち上げた。

・平林地域活動協議会として各種団
体（町会、社協、企業、PTA、こども
会、老人会等）が月１回福祉会館で
会合を開いており、ここで課題につい
て話し合った。
・企業と地域とで年数回交流会を開
催している。
・地域中央部に「貯木場」があり地域
が分断されている、いわゆる“買い物
難民”の問題、また、地域住民の高齢
化について、地域活動協議会として、
高齢者に対する課題を認識一致し、
その解決方法として「ふれあいマル
シェ」に取り組んだ。
・まちづくりセンターによる「地域の未
来像を語り合う懇談会」（平成25年11
月）で課題を抽出し共有した。

・子どもの健全育成に関係する団体を
想定し、活動が活発な団体を中心
に、活動が活発でない団体の活動を
立て直しながら、参画を促した。
・解決のための課題処理には、地域
問題のそのものの解決や支援が必要
であったため、主体となった活動が必
然的に求められる結果となった。

・災害時の行動を検討し、関係しそう
な団体や施設を考える→地活協、区
役所、消防、福祉施設
・今後参画してほしい主体：地下鉄、
医療機関、警察、災害時協力企業へ
の登録企業、区社会福祉協議会（災
害ボランティアセンター）等
・中学生を主体にする（今後地域を支
えていく可能性がある中学生にリー
ダーシップを持ってもらう）

・マンション住民が災害時に安全に
避難するために連携すべき主体を
検討
（マンションの住民、マンションの管
理組合、小学校、地域の自主防災
組織、地域の災害本部など）

・音楽で地域や商店街に貢献すること
に共感する人、団体
・具体的には、連合町会（地域活動協
議会）、商店街振興組合、子ども会、
演奏家、みつや交流亭など

・2012年に、関西国際交流団体協議会
が、「外国人母子支援のためのネット
ワーク」を形成しており、ステークホル
ダーが集まっていた。

・地域内のつながりづくりの必要性を感
じたマンション住民が有志のボランティ
ア組織「ふれあいクラブ」を結成
・近畿大学生が参画

・平林地域活動協議会として各種団
体（町会、社協、企業、PTA、こども
会、老人会等）
・事業者

④実施主体

（課題解決のための実
施主体（ステークホル
ダー）は誰か）

事例名

①課題設定のきっか
け

（その課題を皆で取組
むこととした契機は何
か）

②課題

③課題分析

（どのような枠組み（メン
バー）や方法で分析を
行ったか）



●団体の活動が活発化し、連携協働して課題解決に取り組む事例  一覧表 【参考】

地域における子育ての取組
　（鶴見区緑地域）

アクティブラーニング型災害訓練
（平野区瓜破西地域）

マンションの防災訓練
（淀川区新東三国地域）

商店街活性化の取組
（淀川区三津屋地域）

外国にルーツを持つ方を支援する取組
（中央区東心斎橋地域）

ふれあいサロン・ふれあいこども塾
（福島区新家地域）

ふれあいサロン・ふれあいマルシェ
（住之江区平林地域）

事例名

【ふれあいサロン】
・来客者の中で担い手になってくれそう
な人に声をかけている。
・来客者自身が高齢となり、行動範囲が
狭まった際、地域内での居場所（ふれあ
いの場）や、“やること”の必要性を説明
すると参画してくれる。（運営スタッフ11
人中、3人が元利用者。）
・一人では参画を尻込みする人もいる
ので、地域内の人間関係を把握し、仲
の良い友人同士を誘うことで、参画しや
すい雰囲気をつくっている。また、少々
強引にでも誘い続け、一回断られてもあ
きらめない。
・初心者のスタッフには、場の雰囲気に
馴染んでもらうため、先ずは簡単な補助
業務からやって貰い、負担感等を無く
す配慮している。
・「出来る人が」、「出来る時に」、「出来
ることだけ」という基本コンセプトを踏襲
し、誰もが無理のない参画ができるよう
にしている。

【ふれあいこども塾】
・近畿大学所属の建築学部にする学生
が主にボランティア活動をしてくれてい
る。
・担い手の継続に向けて、現在ボラン
ティア活動をしている大学生には、引き
続き活動を続けてもらうよう声をかけて
いる。

【担い手（参画者）の確保】
・PTAに積極的に声をかけるようにし
ている。
・PTAなどで活動している若い人を見
かけたら、「ヒマになったら（こっちに）
来てね」という声かけを実践
あれもこれもは大変であるので「でき
るとき、できること」から
・「時間ができたら手伝って」が基本
拘束するようなことはNGで、用事があ
るときは行事の日でも休んでもらって
いる。

⑤参画のための仕掛
け

（主体に参画してもらう
ための仕掛け（インセン
ティブ）はどのようなもの
がいいか）

対象：団体
・2012年に、関西国際交流団体協議会
が、「外国人母子支援のためのネット
ワーク」を形成しており、ステークホル
ダーが集まっていた。

対象：個人
・子どもへの学習支援はボランティアが
担っており、ホームページでの募集
や、大学に声をかけての募集を行って
いる。

〔情報の発信・共有〕
・学校と地域との円卓会議の設定等、
意見交換できる場づくりや、ＳＮＳ等に
よる情報発信・拡散、また、広報紙も
町会加入者だけでなく全戸配布する
などして、現状や課題を共有し、共感
を得ながら取組を進めた。

〔定年制度の導入〕
・運営委員会をみんなで話し合える場
にし、多くの人や団体が参画しやすく
なることを目的に、地域活動に定年制
度を導入した。

〔組織づくりと参画団体・者の負担軽
減〕
・実際に取組に従事するスタッフがい
ないと取組は進まないため、事務局
長、計理、事業のスタッフ等の組織づ
くりを行った。計理には商売をしてい
た人に担ってもらうなど、適材適所を
心がけ、また、無償には限界があるこ
とから有償も取り入れた。
・スタッフがいることで、担い手には自
分のできる範囲の中で参画してもらう
ことができ、過度な負担感を感じること
なく参画できる。

対象：個人、団体
・中学生を主体とすることで、見守りの
観点から地活協など多くの人が参加
してくれた。
・「災害訓練の中で中学生が立ち寄る
施設となる」など、役割を決めること
で、参加のハードルを下げた。
対象：個人
・タブレットを使い、まちをフィールドに
したゲームという形で、中学生が楽し
みながら能動的に訓練ができるように
している。

対象：個人
【スタッフの場合】
・会議への出席についても、メール
で情報を共有できればよいことに
し、時間の都合のつきにくい人でも
参加しやすくした。
・ポスター作成が得意ならポスター
だけ等、活動内容の希望にも応じ
て参加しやすくした。

【参加者の場合】
・両隣やフロアで助け合うことを基
本に、フロア会議を開くことを促し
た。
・顔の見える関係をつくると、隣人
の高齢者、障がい者、要支援者を
お互いに知ることができ、両隣で助
け合って避難することができるよう
になった。
・防災訓練に先立ち、防災訓練の
目的や災害時の避難行動につい
て住民自身で考える場を持ち、訓
練内容を検討したことで、防災への
意識が高まった。
・全戸配布している安否確認のプ
レートを使って、家族の安否を隣人
に知らせる参加、両隣の安否をプ
レートで確認してマンションの１階
まで避難する参加、そのまま小学
校まで避難して小学校での訓練も
受ける参加と、参加の段階を作り、
住民の都合に合わせた参加ができ
るようにし、小学校まで避難した人
には、防災食が食べられるという楽
しい要素（訓練）を用意した。
・災害発生時に自宅にいない家族
もいる。その場合、家族の時間帯ご
との居場所を把握しておき、それを
災害対策本部に報告することで、
安否確認の精度が格段に上がると
いう情報を共有し、家族の居場所
を把握することを促した。
・参加を促すために、日頃から挨拶
をすること、また、エレベーターで
会ったときには防災訓練のポス
ターを指しながら、「来てください」
と声をかけることを心がけた。

・商店街を舞台にすることで、商店街
また三津屋地域の活性化につながる
ことから、商店街の店舗、三津屋地域
の各種団体から協力が得られた。
・ユニークな取組なので、回を重ねる
ごとに関わりたいという演奏者、スタッ
フ、協賛者が増えている。



●団体の活動が活発化し、連携協働して課題解決に取り組む事例  一覧表 【参考】

地域における子育ての取組
　（鶴見区緑地域）

アクティブラーニング型災害訓練
（平野区瓜破西地域）

マンションの防災訓練
（淀川区新東三国地域）

商店街活性化の取組
（淀川区三津屋地域）

外国にルーツを持つ方を支援する取組
（中央区東心斎橋地域）

ふれあいサロン・ふれあいこども塾
（福島区新家地域）

ふれあいサロン・ふれあいマルシェ
（住之江区平林地域）

事例名

・課題の共有、情報の共有を丁寧に
行い、関係者の共感を得ながら進め
ていく。
・課題解決のためには共有した情報
をテーブルに乗せて全体が当事者で
ある事を認識する。

〔参画団体の当事者意識の触発〕
・災害の内容や被害状況を想定し、
災害時の行動を検討するという過程
を経る。
・中学生を主体とした防災訓練とする
ことで、地域の大人の協力が得やすく
なる。
〔中学生の当事者意識の触発〕
・訓練の準備として、まち歩きをする。
・中学生が普段行かない施設に行っ
てもらい、いろいろなミッションをこなし
てもらうことにより、気付きのきっかけを
入れている。（救命講習、マンホール
トイレの設置）

【参加者の場合】
・防災訓練に先立ち、防災訓練の
目的や災害時の避難行動につい
て住民自身で考える場を持ち、訓
練内容を検討したことで、防災への
意識が高まった。

・スタッフにも参加者にも楽しんでもら
うこと

【団体】
・実行委員会形式とし、それぞれの団
体の特性を活かした役割分担をした。

【ボランティア】
・新しいボランティアに向けたガイダン
ス、継続ボランティアに向けた指導力・
意識向上の研修、支援手法に関する
研修等を行っている。
・ボランティアの中でも、趣旨目的を理
解し、熱心に活動してくれる人には声
をかけて運営側（実行委員会）に加
わってもらっている。
・ボランティアにとっても居場所になっ
ていると思っている。

・毎週、「喫茶ふれあい」開催前には全
員でコーヒーの味を確認し、いつも同じ
味で提供出来るように確認するととも
に、スタッフ間のコミュニケーションの機
会を作っている。
・スタッフのモチベーションを維持するた
め、サロンで得た利益の中からスタッフ
全員でお弁当を食べるなど、楽しい要
素を取り入れるよう工夫している。
・他地域のサロンに対してもモデルケー
スとして紹介され、見学者が増えた。

・ボランティア活動を労うことが絶対必
要。有志で旅行に行ったり、食事に
行ったり。楽しんでもらう工夫が必要
で、そうでないと長続きしない。
・ボランティアを大切にしている。例え
ば、誕生日にはお祝いするなど。
・ボランティア活動を労い、ボランティ
アを大切にすることも、役職者の大切
な仕事となっている。

・学校と地域との関わり方を検討した
結果、「児童いきいき放課後事業」を
地域が受託することの有効性に気づ
き、事業を受託した。
・地域情報が住民に広く広報する必
要がある為、広報委員会を立ち上げ
て、広報誌・HP・ブログ・FBなどの多
様なツールを使い、こまめな情報の発
信をした。

・災害の内容や被害状況を想定し、
災害時の行動を検討のうえ実際に訓
練するという手法の防災訓練
・中学生を主体とした防災訓練

・隣人の状況を理解し合う目的で、
日頃からフロア会議を行う。
・両隣の住民の安否を確認したうえ
で、避難場所である小学校まで避
難するという防災訓練

・音楽祭
・商店街アーケード下を１日限りの劇
場に見立て、その各所で演奏を行
い、商店街の北から南へ観客が順番
に会場を移動していくという、ユニーク
なスタイルで実施

・学校の宿題のほか、日本語の基礎的
な学習を行う学習支援と、子どもの放
課後の居場所づくりを目的とした事業
　対象：中央区に在住の外国にルーツ
を持つ児童、生徒（小学生と本教室卒
業生の中学生）
・子どもの支援のためには、親の就労
や経済的自立に向けた改善が不可
欠。教室を窓口に、親の状況を確認
し、家庭環境の改善につなげていく放
射状の取組を狙っている。

ふれあいサロン・ふれあいこども塾
ふれあいサロン、ふれあいマルシェ、
地域バスの運行

・学校と地域との円卓会議の設定等、
意見交換できる場づくりや、ＳＮＳ等に
よる情報発信・拡散、また、広報紙も
町会加入者だけでなく全戸配布する
などして、現状や課題を共有し、共感
を得ながら取組を進めた。
また集会や会議などの出欠もメール
等で適時に発信できるよう改善して、
協働した活動としての認識をえた。

・中学生が訪れる施設になってもらう
ことによって、多様な主体に防災訓練
に参加してもらい、今後の地域防災を
考えるうえでの連携が生まれるきっか
けにしようとした。

・マンション管理組合の理事長とマ
ンション町会の会長が同じ人で、マ
ンションに合同の自主防災組織を
作りたいという熱意があった。
・防災訓練を通して、実際の災害
時にはマンション住民だけで避難
するより、地域の災害対策本部等と
連携した方が助かる率が高くなるこ
とに住民が気が付いた。

・コーディネーターの活躍。タウン誌の
編集長がキーパーソンとなり、幅広い
人脈から取組に協力してくれる方を集
めて、基礎を築いた「みつや交流亭」
という交流の場があることで、連携が
生まれやすくなっている。

・大阪市立南小学校校長が、協力を求
めて働きかけたことが一番のきっかけ
だと思う。
・また、同時期に、「外国人母子支援の
ためのネットワーク」を形成しており、ス
テークホルダーが集まっていたことで、
連携が生まれやすかった。
・事件により社会の注目が集まったこと
から、支援の機運が高まり、寄付や協
力も得やすかった。

・大開厚生年金住宅は自治会を形成し
ているため、自治会の集まりの場で話す
ことができた。
・マンションの自治会長が「やってみたら
いい」と認めてくれた。
・各種団体に「ふれあいサロン」の取組
を幅広く紹介する中で、近畿大学講師
が興味を持ち、同大学のゼミ生に話をし
たところ学生たちの方から見学したいと
の声があがった。

・ふれあいマルシェで野菜を販売する
事業者とつながりが得られたのは区
役所主催の「企業・NPO・学校・地域
交流会」開催（年数回実施）による。
・会長が事業所経営をしており、地元
の企業とつながりがあった。
・ふれあいサロンには近隣企業に勤
務している人も来れるようにしており、
受け入れる体制にしている。

・学校や区役所から、具体的な場所
の提供を受けている。

・区役所が中心になって各団体に声
をかけた。

・地域の自主防災組織、災害本部
と連携して取り組むことで、災害時
の被害状況や適切な避難行動等
について情報共有ができる。

・初めての取組で、行動様式も考え方
も異なる団体と連携しての取組なの
で、いろいろなアイデアや議論の要素
や不安要素は出てくるが、実行委員
長やコーディネーターが、話し合いな
がらとにかく前へ進め、やってみようと
いう方向に持っていった。

・参画団体の性質上、「ソーシャルワー
ク」の視点と、「学習支援」の視点では、
意見が異なる部分もあったが、取組の
目的や、めざす効果について、忌憚の
ない意見交換をし、よく話し合ったうえ
で、方針や取組を決めていった。
・場所については、子ども子育てプラザ
を借りる上で、中央区や中央区社会福
祉協議会の協力を、実行委員会の会
議、また、中学生の特別教室の場所と
して、道仁会館を借りる上で、事務局
長や町会の方の協力も得ている。

・サロン開催場所や、開催すること自
体、また、スタッフへの参画要請等で当
初は反発もあったが、反発している人に
直接または、反発者の友人から説明等
をしてもらうことにより、解決した。
・ふれあいクラブの中心人物の方が、
テーマパークの館内飲食店でのレギュ
ラースタッフの経験があり、カフェのノウ
ハウを持っていた。
・大学生にとっては、取組に参加するこ
とで、自らの学習の一環となり、マンショ
ンにとっては、大学生のアイデアや担い
手としての参加が得られることとなって
いる。
・コーヒーの豆はコスト削減のため仕入
業者と交渉。利用者にコーヒー豆購入
店を紹介する代わりに、100ｇ350円で購
入。また、当初は豆を自家挽きするため
の機材も無料レンタル提供を受けてい
た。

・ふれあいマルシェで事業者の商い
がうまくいくように、同日に地域のイベ
ント（お祭り等）を行い、地域で人を呼
ぶように工夫している。
・仕入れにあたっては、地産地消を意
識している。
・平林福祉会館が、地域にとって使い
やすい会館となるよう、近隣企業も利
用可能とするなど、工夫努力をしてい
る。

⑥当事者意識の触発
　
（どういう活動が当事者
意識を触発していくの
か）

⑦課題解決のための
事業

（課題解決のためにど
のような事業を実施す
るか  また、そのプロセ
ス）

⑧連携協働の契機
（触媒）

（事例のどういうプロセ
スが協働連携を進めさ
せる重要なチャンス、場
づくり、手助けになった
りしているのか）

⑨リソースシェアリン
グ

（必要な資源のシェアリ
ングのためにどのような
働きかけを行い、どうい
う協力の関係ができて
いるのか（オーバーラッ
プ））



●団体の活動が活発化し、連携協働して課題解決に取り組む事例  一覧表 【参考】

地域における子育ての取組
　（鶴見区緑地域）

アクティブラーニング型災害訓練
（平野区瓜破西地域）

マンションの防災訓練
（淀川区新東三国地域）

商店街活性化の取組
（淀川区三津屋地域）

外国にルーツを持つ方を支援する取組
（中央区東心斎橋地域）

ふれあいサロン・ふれあいこども塾
（福島区新家地域）

ふれあいサロン・ふれあいマルシェ
（住之江区平林地域）

事例名

・取組を中心的に行うスタッフがいるこ
とで、担い手には自分のできる範囲の
中で参画してもらうことができ、過度な
負担感を感じることなく参画できる。

・防災をテーマにすると地域や関係機
関の共感・協力が得やすい。
・中学生を主体とした防災訓練とする
ことで、地域の大人の協力が得やすく
なる。
・アクティブラーニング等の工夫で、楽
しく参加できるようになる。
・参画団体の役割を軽くすると、参加
（関わり）のハードルが下がる。

・防災訓練を通して、実際の災害
時にはマンション住民だけで避難
するより、地域の災害対策本部等と
連携した方が助かる率が高くなるこ
とに住民が気が付いた。

・三津屋地域には、駅前に大型マン
ションの建設計画があり、土壌問題や
地区計画などの検討のために地域住
民が集まって話し合うことが１０年以上
続いたこともあって、住民の間に、集
まって話し合いができる状態ができて
いた。
・商店街再生や地域活性化をめざす
「みつや交流亭」という、幅広いネット
ワークを持つ団体が地域に存在した
ため、多様な団体のコーディネートが
生まれやすい。

・外国にルーツを持つ子どもの支援の
ためには、親の就労や経済的自立に
向けた改善が不可欠。教室を窓口に、
親の状況を確認し、家庭環境の改善に
つなげていく放射状の取組を狙ってい
る。

・地域内の人間関係を把握し、仲の良
い友人同士を誘うことで、参画しやすい
雰囲気をつくっている。
・ふれあいクラブやふれあいこども塾に
参加する住民が顔見知りになることで、
住民間で助け合えるきっかけになる。
・日曜日の一斉清掃活動等に参加した
住民に対して、無料コーヒー券を配布し
地域住民活動との連携を図っている。
更に不定期ではあるが、平日には来れ
ない住民のために年に数回、日曜日の
開催を行っている。

「企業・NPO・学校・地域交流会」の場
があったことで、普段つながる機会が
ない企業と出会うことができ、買い物
難民という地域課題に協働して取り組
むことができた。

・子どもの健全育成に、学校だけで取
組むのでなく、地域、保護者等のあら
ゆる関係者が連携して取り組むこと
で、子どもを見守る層が厚くなり、より
効果的なものとなる。子どもを中心とし
たJr.防災リーダーの養成講座やはぐ
くみ事業での活動を地域連携で実施
するなど学校を核とした活動が地域コ
ミュニティの原型であることが住民に
認識された。

・訓練の主体である中学生が興味を
持つ、楽しいと感じるプログラムを作る
（タブレットの活用、訪問施設の選定と
そこで体験する内容（ミッション））
・中学生を訓練者とすることで、周りの
人をサポートさせたい気持ちにさせて
いる。

・多くの住民の参加を得て防災訓
練をすることで、いろいろな工夫や
気づきが生まれている。
・防災訓練を、マンション住民だけ
でなく、地域と連携して行うことで、
実際の災害時に安全に避難できる
可能性が高まる。

・地域、商店街、ＮＰＯ、自治体労働
組合と幅広く連携することで、演奏技
術、企画力などのスキルをはじめ、
様々な立場からのアイデアを得ること
ができ、ユニークなスタイルの事業を
行うことができた。

・小学校や地域、そして、外国にルー
ツを持つ子どもや親など、多くの人が
課題に感じており、共感があったので、
壁と感じることはなかった。
・こういった取組は自分たちだけでやる
べきでなく、いろいろなセクターと連携
して行う必要があるという認識が着手し
た当初からあった。
・一般的にはいてもたってもいられない
想いで自分一人（自団体のみ）でも始
めるということがあるのだと思う。しかし、
その場合、後から連携に発展させる方
が難しいのではないかと思う。

・大学生の協力を得ることによって事業
の幅が広がった。
・マンションと地域の架け橋事業でノウ
ハウを得ることができた。
・ふれあいサロンをきっかけに、参加者
がやってみたいいろいろなことを気軽に
話し合える雰囲気ができ、自治会が主
催する百歳体操や映画鑑賞会等、新た
な活動の幅が広がった。

地域に企業が多く存在し、企業と協
力しあうことが大切という認識のもと、
町会だけで活動するのではなく、み
んなが一緒になってまちづくりをする
という意識で活動をしている。

・取組を中心的に行うスタッフがいるこ
とで、担い手には自分のできる範囲の
中で参画してもらうことができ、過度な
負担感を感じることなく参画できる。
・地域活動協議会間の連携や情報共
有を行うことで、いろいろな課題解決
の取組が進むと考える。

・今回は大学の働きかけであるが、地
域が主体の防災の取組になっていく
必要がある。

・災害対策本部であり、避難場所
である小学校を中心とした防災訓
練につなげていく際には、小学校
下で組織される地域活動協議会と
も連携し、連合の11町会とも連携し
た取り組みになっていくことが大切
と考える。
・小学校と新東三国地域の連携と
して、災害時に学校にいる子どもを
地域の大人に引き渡す防災訓練も
始めており、より充実させていきた
いと考えている。
・小学校を中心に取組むことで、町
会間の壁がなくなり、地域活動協
議会（連合）として一体的になれる
と直感的に感じている。

・大型マンションが２棟（合計約700
戸）、平成29年10月に立ち上がり、新
しい住民が加わることになる。
・今後は、音楽祭の取組においても、
新しい住民と地域住民との交流のきっ
かけとなることを視野に入れていきた
い。

・外国にルーツを持つ人への支援の
ロールモデルになりたいと考えている。
・運営面でいうと、仕組が一定まわり始
め、これからは安定飛行が求められる
ため、これからの運営が難しいと思って
いる。
・なにかやらねばならないという機運の
高まりも一定納まったなか、協賛者・支
援者も含めたモチベーションの維持に
工夫が必要だと思っている。
・うまくいかなくなった時にも、続けてい
くために必要な要件とは何かを常に考
えながら取り組んでいる。

・マンション外住民のさらなる参加
・当事者意識を持続させるための、新た
な手法の検討
・広報活動の充実
・サポートふれあい活動の拡がり

・よりニーズにあった取組に発展させ
ていきたい。
・市営住宅・UR等をリフォームするな
どして、若い人の入居を促進していき
たい。
・災害時等に備えて町会加入を増や
していきたい。

⑪協働が成果を生み
出す要因

（具体的な協働というの
が成果を生み出すこと
ができるようなものがど
うやったら生まれてくる
のか）

⑫今後の課題

（今後取組を進めて行く
にあたっての課題はな
にか 必要なことはなに
か）

⑩地域協働の手がか
り

（それぞれの主体がどうい
うところを手がかりにして今
後の地域協働を進めてい
けばいいのか）


